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(１)-１ ２０２５年度 新課程入試のポイント（共通テスト）英語

学習指導要領で強調されている【思考力・判断力・表現力】に着目！

「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針」などから読み取れる，
大学入学共通テストが重視している英語力とは，

「書かれている・聞こえてくる情報を比較・整理する力」
＋

「自分の考えを書く・話す（伝える）ために必要な情報を把握する力」

＜リーディング＞
・賛否の意見を書くために，複数の資料を読んで主張をまとめ，論拠を整理する力
・書いた英文を校正・再編集する場面において，誤りを修正する力，表現を改善する力，一貫性を確保する力

＜リスニング＞
・講義を聴いて概要や要点を把握する力
・聴き取った情報を他者と共有したり，話し合ったりする力
・聴き取った情報をグラフ資料と重ね合わせて処理する力

（河合塾にて整理）
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(１)-２ ２０２５年度 新課程入試のポイント（二次・私大）英語

共通テストでは実用レベルの力，二次ではアカデミックな力，私大では情報処理力と「伝える」力！

●国公立大学が二次試験で重視している英語力とは，

「アカデミックな題材を理解し，大学での講義についていけるための読解力」を重視

●私立大学が重視している英語力とは，

  「英文を読み必要な情報を把握する力と，自分の考えを英語で伝える力」を重視

（河合塾にて整理）

・英語の読み書き能力だけでなく，日本語力の重要性も強調

・英語で情報を処理する力だけでなく，効果的にコミュニケーションをとる力も強調
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(２)-１ 全統共通テスト高２模試分析英語 リーディング

配点 出題内容 求められる力

第１問 10 案内文，リーフレット

必要な情報をすばやく，かつ的確に読み取る
A：「デザートのクラス」についての案内文
Ｂ：「木工技術のワークショップ」についてのリーフレット
講座内容や特典についての問いに答える

第２問 20 パンフレット，レポート
詳細な情報を正確に読み取る
A：「電動自転車」の広告，Ｂ：「レポート」

第３問 15 ブログ，エッセイ

本文に書かれている内容を正確に読み取る
身近な体験などに関する文章を読んで答える
A：「アフリカ文化を紹介するフェスティバル」
Ｂ：「イタリアのコロッセウムを訪れた経験」

第４問 16 記事
２つの記事の共通点と相違点を押さえる
「就職面接で面接担当者によい印象を与えること」についての記事

第５問 15 エッセイ
ディスカッション用メモの情報を利用して解く
「テスト勉強に関して生徒たちが学んだこと」に関するエッセイ

第６問 24 論説文
正確な読解力 ― 概要や論旨展開を把握する
A：「ペットと人間社会」 Ｂ：「宇宙ゴミ」

■大問別概況
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(２)-２ 全統共通テスト高２模試分析英語 リーディング

■設問別正答状況からみた考察 ― 後半の問題では「集中力」がカギ！

「テスト勉強に関して生徒たちが学んだこと」に関するエッセイを読み，ディスカッション用のメモを完成させる形で問いに答える
大問全体のなかでもっとも正答率が低かった（29.8%)

問１（解答番号30)は，「歴史の先生がテストでどんなことを尋ねるか」を問う問題

【正答率： ③34.4% 誤答率：①21.9% ②25.5% ④16.6%】

本文の四角囲み内の語句（historical events）のみを読んだ生徒は選択肢①と②の照合が正しくできておらず，不正解

一方，本文の最後（下線部分）まで集中力をもって正しく読み取れた生徒は正解（選択肢③）に至っている

選択肢

メモ

本文

【第５問】 正答率が最も低かった問題
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(２)–３ 全統共通テスト高２模試分析英語 リーディング

■特徴的な問題

【第４問】

共通テストでは，日常生活で遭遇しそうな場面を想定した多様な英文や資料が提示され，
「複数の資料の情報を組み合わせて解く」というような出題がなされる。

今回の第４問は，「就職面接で面接担当者によい印象を与えること」について書かれた「２つの記事」を読み，
共通する情報，異なる情報を把握しながら解く問題。選択肢の分数を表す表現の知識や，形容詞の正確な知識が求められた。

【必要な力・留意点】

リーディングでは，大量の英文を限られた時間で読み，必要な情
報を整理したり，複数の情報を処理したりする力が求められている。

とはいえ，やみくもに早く読むだけでは，重要な情報を取り損ねた
り，展開が理解できなかったりすることになりかねない。

⇓
正答に至るためには，語い・熟語・文法・構文の知識も必要となる。

それを読解に運用できるように指導していく必要がある。
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(２)-４ ２０２４年度 共通テスト本試験 分析（参考）英語 リーディング

■正答状況からみた考察 ― 形式変化に左右される傾向

【第４問】上位層と下位層でもっとも差が開いた問題 （河合塾 共通テスト分析資料集より）

2024年度本試験では，昨年の「２人の記事を読み取る」ものから「記事とアンケート結果」を扱うものに変化
この第４問の正答率は，上位層と下位層との間で最も差が開いていた。

各設問で，上位層では正答率が80～90%と非常に高かったが，下位層ではおよそ20～30%台前半の正答率であった。
いずれの問いにおいても50ポイント以上の大きな差があった。

⇒ 問われる力に変化はないが，「形式の変化」に対応する必要がある

全体 現役 高卒 上位層 下位層

問１ [24] 64.4 63.1 70.5 84.0 27.7

問２ [25] 63.1 61.8 68.9 81.9 25.7

問３ [26] 69.2 67.5 76.9 89.9 24.1

問４ [27] 59.8 58.0 68.0 80.7 19.4

  [28] 63.6 62.0 71.0 81.4 29.7

問５ [29] 74.9 73.5 81.5 91.3 34.8

正答率（％）
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(３)-１ 全統共通テスト高２模試分析英語 リスニング

配点 出題内容 求められる力

第１問 25
A：短文発話内容一致問題

Ｂ：短文発話イラスト選択問題

A：コミュニケーションで用いられる基本的な文法・語法を基に，
聞こえてくる発話内容を把握する力

Ｂ：コミュニケーションで用いられる基本的な文法・語法を基に，
発話内容の概要を把握する力

第２問 16 対話文イラスト選択問題 情報を取捨選択しながら段階的にイラストを特定する力

第３問 18 対話文質問選択問題
聴き取った情報を基に，表現を言い換えたり，概要や要点を把握し
たりする力

第４問 12
A：モノローグ型図表完成問題

B：モノローグ型質問選択問題

A：出来事を時系列に並べる力や増減表現を聴き取る力と，
複数の情報を重ね合わせて取捨選択する力

Ｂ：状況・条件に基づき，複数情報を聴き取り，
比較検討して取捨選択する力

第５問 15
モノローグ型長文ワークシート完
成・選択問題

概要や要点をとらえる力と，聴き取った情報と図表から読み取れる
情報を重ね合わせて判断する力

第６問 14
A：対話文質問選択問題
B：会話長文意見・図表選択問題

A：発話の要点や発話者の意見を把握する力

B：発話内容から意見や事実を判断する力と考えの根拠となる図表
を判断する力

■大問別概況
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(３)-２ 全統共通テスト高２模試分析英語 リスニング

■正答率が低く，上下間で差のついた問題

聞こえてくる音声のみを頼りにせず，内容を精査する力・思考力が必要！

第１問Aは，聴いた英語の主体を整理する力が要求される問題。

正解の選択肢②：全体 38.0% ⇒ 上位層 ： 74.0% 下位層 ： 9.7%

＜差がついたポイント＞

話し手は「犬の絵」をもらったことを理解する必要があったが，最初に聞こえてくる My cousin painted の音声を頼りにしたことで

My cousin painted ... for me を The speaker’s cousin got ... a painting と勘違いしたと思われる誤答③を選択した割合が

【全体28.1% ⇒上位層：15.3%／下位層：35.0%】であった。

聞こえてきた音声のみを頼りに答えを求める傾向が下位層で目立った。

【参考：誤答である選択肢①・③・④を選択した割合】

選択肢①：全体9.5%   上位層0.9% 下位層20.7%

選択肢③：全体28.1% 上位層15.3% 下位層35.0%

選択肢④：全体24.2% 上位層9.8%   下位層34.0%

【第１問A 短文発話内容一致問題】問３

【読み上げられた英文】

My cousin painted the picture of a dog for me.

【英文と選択肢の訳】

① The speaker painted a picture of a dog.

② The speaker received a painting of a dog.

③ The speaker’s cousin got a painting of a dog.

④ The speaker’s cousin took a picture of a dog.
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(３)-３ 全統共通テスト高２模試分析英語 リスニング

■特徴的な問題

「４人の学生が勉強のやり方について意見交換をしている」

という状況での会話を聴き取り，友人と一緒に勉強することに
賛成か反対かを判断する力が求められている。

【解答のプロセス・必要な力・留意点】

音声が流れる前のポーズ時間を利用して，「状況」と「図
表のタイトル」を素早く読み，理解し，会話の展開について
見当をつける。

⇩
実際に音声を聞くときには，「誰の発言なのか」，議論の

テーマに対し，誰が賛成し，誰が反対しているのか，また，
会話の展開の中で誰が主張を変えたのかを聴き取る。

⇩
正解するためには，「複数の情報を比較判断する力」を用

いて聴き取った情報を整理する力を身につけておきたい。

【第６問B 会話長文意見・図表選択問題】

４人の発言を聴き取ることで意見の多様性を理解し，ディスカッションにつながりを持たせ，

または，発言の根拠となる図表を選択させることでプレゼンテーションにつながりを持たせている

特定の１人の発話者の考えの根拠となる図表を選ぶ力
が求められている。
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音声からは全く聞こえてこない語が正解となるため，表現を言い換える力・思考力が必要！

“... tiny pieces of glass in road paint reflect light, making it easier to see the road at night…”

を聴き取り，選択肢④Improves safety of を入れる問題。

この問題は，聞こえてくる英文の reflect の音を頼りに，

意味の異なる選択肢⑤Reflects views of を選ぶ傾向がある。しかし，

“… tiny pieces of glass …, making it easier to see the road …”

の意味内容を理解し，その表現を書き換えた選択肢④を選ぶ必要がある。

⇒音声からは全く聞こえてこない語句で正解が作られている。

【問31】

正答率（選択肢④）：29.4% 現役：28.9%／高卒：32.0%／上位層：34.3%／下位層：21.8%

誤答率（選択肢⑤）：45.6%  現役：45.1%／高卒：48.2%／上位層：51.1%／下位層：31.0%

選択肢⑤を選んだ受験生は，印象だけで選択したと思われる。

©Kawaijuku Educational Institution. 11

 

《ワークシート》 

 

 

(３)-４ ２０２４年度 共通テスト本試験 分析（参考）英語 リスニング

■正答率が全体として低く，高卒・上位層の正答率も低かった問題

【第５問 モノローグ型長文ワークシート完成・選択問題】 問31

ワークシート

問い・選択肢
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[Ⅰ] 【読解総合】 問８ 英文の内容を英語で説明する問題

「説明問題」は，日本語で説明させる設問がこれまでの主流だったが，

英語で説明を求めることで【読解力に加え，ライティング力が要求された技能統合問題「読む＋書く」】が出題された

⇒新学習指導要領に準拠した問題形式

【ポイント】 イタリック体の it must favor people over industry and agriculture in providing a clean water supplyの
箇所を基に，設問に沿って英語で説明する。

【解答例１：河合塾作成】

Pedro Arrojo-Agudo insists that providing clean water for human use should take priority over providing water for

agriculture and industry in times of water crisis.

【解答例２：慶應義塾大学発表】
People should be prioritized over industry and agriculture in receiving a clean water supply.

©Kawaijuku Educational Institution. 12

(４)-１ 二次・私大入試にむけて英語

●２０２４年度入試 新傾向問題例 ～慶應義塾大学 医学部～

本文

設問文

…, there must be alternative, complementary, supplementary sources,” he said. And there must be a

plan to (6)“establish priorities during the emergency.”

Last week, Mr. Arrojo-Agudo told Uruguay that it must favor people over industry and agriculture
in providing a clean water supply, …

問８ 下線部(6)について、Pedro Arrojo-Agudo はどのような優先順位を確立したいのか、英語で説明しなさい。
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[Ⅲ] 【英作文】 読者からの悩みについて回答者となったつもりで返信を書く問題
読者からの手紙が添えられており、その中のポイントを読み取り，手紙に対して回答する形式

©Kawaijuku Educational Institution. 13

(４)-２ 二次・私大入試にむけて英語

【解答例（河合塾作成）】
Dear Copycat,

Thank you for being honest about your concerns. Although your

actions may seem irreversible, they may not be particularly

surprising to teachers because students often copy other students’

answers when doing homework. Your guilt shows that you realize

that you made a mistake and I think your teacher would appreciate

your desire to correct your error in judgment. There is an English

saying: “Better late than never.” Rewrite your history paper and

hand it in to your teacher as soon as possible. Apologize and say it

is the paper that should have been turned in. This could help free

you from your terrible guilt.

Sincerely,

Abby (108 words)

手紙に対する返信を書くことを通じて，「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を問うた出題

この問題も，新学習指導要領に沿った問題形式であると考えられる

●２０２４年度入試 新傾向問題例 ～慶應義塾大学 医学部～

下線部が回答のポイント！
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[Ⅱ](3) 【英作文】 自由英作文問題が読解問題に融合された技能統合型問題（読む＋書く）
「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」および，「多様性」の理解を問うた出題

©Kawaijuku Educational Institution. 14

(４)-３ 二次・私大入試にむけて英語

＜設問のポイント・考察＞

下線(C)の英文は「現実の人々はきちんとした小さ
な箱には収まらない」という比喩表現であり，これを解
釈すると「人々は個々の経験，さまざまな感情，価値
観をもっているため，画一的な枠組みには収まりきら
ない。だから，私たちは固定観念や偏見を持たずに
他人を理解すべきだ」という意味になる。

このことを踏まえて，適切な事例を考える。

●２０２４年度入試 新傾向問題例 ～京都大学 前期～

本文

設問文

今後も二次試験で「読ませて（リーディング），書かせる（ライティング）」という，技能統合型問題の出題
が増えると思われる。
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＜リーディング＞ 平易だが，分量の多い英文を読み，（文章を）比較・整理することが問われる

＜リスニング＞ 聴き取った表現を別の表現に言い換える力が測られる

＜語い＞ 高いレベルは求められないが，高校までで学ぶ語いをしっかり習得していることが必要

＊語いレベルは，CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）A1～B1レベルでコントロールされている
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(５)-１ 学習対策 – 共通テスト （1/2）英語

■指導のポイント■

＜リーディング＞
  ・内容を大まかに把握しながら読むスキミング練習
  ・特定の情報を探すために文章を速く読むスキャニング練習

＜リスニング＞
・音声と意味を一致させ，音声を聴いて意味が理解できるようになる練習

  ・音声が聴き取れるまでスクリプトを見ずに，何度も繰り返し音声を聴く練習
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■指導のポイント■

●共通テストでも，技能統合を意識した形式の問題が出題されていくだろう

●試作問題で示されたような技能統合を意識した形式の問題が出題された場合，

リーディングはこれまでと全体構成が変わることも予想される

●必要な対策はこれまでと大きくは変わらない。ただし，受験生は「形式の変化」に戸惑い，点数を落とす傾向。

⇒「試作問題」は必ずチェックしておき，必ず「変化に対する心づもり」だけはしておきたい

©Kawaijuku Educational Institution. 16

(５)-１ 学習対策 – 共通テスト （2/2） 試作問題について英語

令和７年度「試作問題」で示された方向性とは？- 制約があるなかで，さまざまな工夫で４技能を問おうとする意図

リーディング：「読む」だけでなく「書く」 シーンも意識 リスニング ：「聞く」だけでなく「話す」 シーンもより意識

リスニング

ただ「聞いて選択肢を読む」
だけではなく，「要約」や
「話す」といったさまざまな
技能要素を問う意図が見られる

リーディング

ライティングで
必要な力が測られる
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２０２４年度入試 読解問題でよく見られたテーマ

AI， リモートワーク， 脳， ソーシャルメディア，気候変動がもたらす影響 など

・英文を「深く」読む力が測られる

・さまざまなジャンルの英文が出題される

・「豊富な語い力」と「未知の語いを類推する力」が求められる

©Kawaijuku Educational Institution. 17

(５)-２ 学習対策 - 二次・私大英語

■指導のポイント■

① 「読むトレーニング」で，思考力＋精読力＋記述力をアップ ⇒ 技能統合問題への対応力を向上させる
英文を読むトレーニングとして，以下の方法を組み合わせると効果的

・文章を全体的に理解するために，内容を大まかに把握しながら読む練習
・特定の情報を探すために文章を速く読む練習
・英文の構造を捉えながらじっくり理解を深める精読練習
・読むスピードと理解力を高めるために，興味のあるトピックの英文を多く読む練習

② 語い力の強化を行おう ⇒ 教科横断的な学習を取り込む

・生物，物理，化学などの分野の教科書で使われている用語に併記されている英語，例えば「細胞」(cell) ，
「運動量」(momentum)，「二酸化物」(dioxide)などを積極的に習得していくと，語い数が確実に増える！
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(１) 科目ごとの記載内容変化 （移行内容表）※簡略図数学①（数学Ⅰ，数学A）

旧課程（2012年度施行） 新課程（2022年度施行）

共通テストへの影響

共通テストで『数学Ⅰ，数学Ａ』
を受験する場合は，
数学Ａ：「図形の性質」，「場合
の数と確率」が必答問題となり，
選択問題がなくなった。



2025新課程入試情報
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（２）全統共通テスト高２模試分析数学①（数学Ⅰ，数学A）

問題番号 配点 出題内容 概況

第１問 [１] １０ 数と式 無理数の計算，整数部分，小数第1位

第１問 [２] ２０ 図形と計量 線対称，余弦定理，三角形の面積

第２問 [１] １５ ２次関数 売り上げ金額，費用，利益，利益の最大値

第２問 [２] １５ データの分析 四分位数，外れ値，散布図，仮説検定

第３問 ２０ 図形の性質 角の二等分線の性質，方べきの定理，メネラウスの定理

第４問 ２０ 場合の数・確率 球の出し入れに関する確率，期待値，条件付き確率

■大問別概況
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）

■特徴的な問題

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）」 第２問［２］】

・「データの分析」では新しく「外れ値」と「仮説検定」が追加された。
・「仮説検定」の基本的理解が不十分。

「ニ」と「ヌ」は連動しており，
「ニ＝⓪，ヌ＝⓪」(正解) または 「ニ＝①，ヌ＝①」
と解答するはずだが，「ニ」，「ヌ」の正答率はそれぞれ
76%，40%と大きくズレている。

このことから，仮説検定の理解が不十分であることが
伺える。



2025新課程入試情報
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）」 第３問】

・第３問「図形の性質」の性質の正答率が最も低い。
・以前は選択分野であり，図形が苦手な生徒は避けることができたが，必須化によりきちんとした指導・対策が
必要。
・高２の段階では演習不足のためか，高校で学習する内容が身についていない。

各分野の正答率

第１問〔１〕「数と式」 …57%
第１問〔２〕「図形と計量」      …57.5%
第２問〔１〕「２次関数」         …49.2%
第２問〔２〕「データの分析」   …52%
第３問  「図形の性質」     …37.5%
第４問  「場合の数・確率」 …48.5%

第３問における正答率の推移
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第３問

 図形の性質

角の二等分線の性質

メネラウスの定理

方べきの定理
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特定の誤答が多かった問題

元の44個の値に対する四分位範囲と２個の外れ値を除いた42個の値に対する四分位範囲の比較。
四分位範囲に対する理解が不十分。

©Kawaijuku Educational Institution. 22

(２) 全統共通テスト高２模試分析数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）」 第２問［２］】

外れ値は大きい方から２つの値。
そのため，平均値が小さくなることはすぐにわか
る(「タ」の正答率は65%)。
四分位範囲の比較である「チ」の正答率は29%。
正解は「＝」であるが，「＞」の選択率が43%。
第１四分位数と第３四分位数がともに小さくなっ
ても四分位範囲はそれらの差であるため，きち
んと計算する必要がある。



2025新課程入試情報

▼問題例：２０２４年度 神戸大学 （後期日程） 第５問

二次・私大入試で大きな変化はないと思われるが，「データの分析」に関する出題には注意したい。
最近，二次・私大入試で「データの分析」を目にする機会が増えている。
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(３) 二次・私大入試にむけて数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）



2025新課程入試情報

■課題■

● 共通テストになってから応用的な内容が注目されるため，基礎学力，計算力が軽視される傾向がある。

● 二次・私大入試ではそれほどでもないが，共通テスト(数学IA)では図形が２分野 (合計40点) あり，ぜひ

強化したい。

● 「データの分析」は入試において以前より重要度が増している。

©Kawaijuku Educational Institution. 24

(４) 学習対策数学①（数学Ⅰ，数学Ａ）

■学習対策－今後の指導－■

(1) 基礎学力，計算力強化のため，最初の段階では反復学習を心がけたい。
また、問題文が長いと難しくなくても正答率が大きく下がるため，読解力を鍛える必要がある。短期向上
は期待できないため，読解力強化はできるだけ早い段階で手を付けるべきである。

(2) 共通テスト対策では，分野にもよるがセンター試験の過去問演習が有効である。１セットではなく，分野
ごとに演習を積ませたい。特に図形分野はすぐに答えを要求するのではなく，考える時間を大切にした
い。データの分析は，共通テストにおいては図の読み取りがメインであるが，二次・私大入試では理論の
理解が大切である。



2025新課程入試情報
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(１) 科目ごとの記載内容変化 （移行内容表）※簡略図数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

旧課程（2012年度施行） 新課程（2022年度施行）

いろいろな式
式と証明／高次方程式

図形と方程式
直線と円／軌跡と領域

指数関数・対数関数
指数関数／対数関数

三角関数
角の拡張／三角関数／三角関数の加法定理

数学Ⅱ

微分・積分の考え
微分の考え／積分の考え

数学Ⅱ

いろいろな式
式／等式と不等式の証明／高次方程式など

図形と方程式
直線と円／軌跡と領域

指数関数・対数関数
指数関数／対数関数

三角関数
角の拡張／三角関数／三角関数の加法定理

微分・積分の考え
微分の考え／積分の考え

共通テストへの影響

共通テストで『数学Ⅱ，数学Ｂ，数
学Ｃ』を受験する場合は，
数学Ｂ：「数列」， 「統計的な推測」，
数学Ｃ：「ベクトル」，「平面上の曲
線と複素数平面」の４分野から３
分野を選択する必要がある。「仮
説検定」と「平面上の曲線」につい
ては，共通１次，センター試験，共
通テストを通して過去の出題例が
ない。

確率分布と統計的な推測
確率分布／正規分布／統計的な推測

数列
数列とその和／漸化式と数学的帰納法

ベクトル
平面上のベクトル／空間座標とベクトル

数学Ｂ

数列
数列とその和／漸化式と数学的帰納法

数学と社会生活
数理的な問題解決

数学Ｂ

統計的な推測
確率分布／正規分布／統計的な推測

ベクトル
平面上のベクトル／空間座標とベクトル

数学的な表現の工夫
数学的な表現の意義やよさ

数学Ｃ

平面上の曲線と複素数平面
平面上の曲線／複素数平面

平面上の曲線と複素数平面
平面上の曲線／複素数平面

極限
数列とその極限／関数とその極限

微分法
導関数／導関数の応用

数学Ⅲ

積分法
不定積分と定積分／積分の応用

※参考
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（２）全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

問題番号 配点 出題内容 概要

第１問 １５ 三角関数 加法定理と合成，三角関数の方程式

第２問 １５ 指数関数・対数関数 指数関数の方程式，日常の事象への応用

第３問 ２２ 微分法・積分法 ３次関数と方程式，接線と面積

第４問 ★ １６ 数列 階差数列，群数列の応用

第５問 ★ １６ 統計的な推測 確率分布，二項分布の利用，母比率の推定

第６問 ★ １６ ベクトル 交点の位置ベクトル，線分の長さの比と三角形の面積

第７問 ★ １６ 図形と方程式 円と直線が交わる条件，切り取る線分の長さ

■大問別概要（★を付した４問中３問を選択解答する。）
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■特徴的な問題１

【２０２３年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第２問〔２〕】

日常生活への応用として、指数的減衰の易しめの問題を出題。

遮蔽物の量と光の明るさが指数関係であることは与え、その係数を決定し問題を解く。

状況が易しかったので正答率はかなりよかった。



2025新課程入試情報

©Kawaijuku Educational Institution. 28

(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■特徴的な問題２

【２０２３年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第５問(2)】

新課程移行により、多くの生徒が解くと予想される「統計的な推測」の問題。

学習進度を考慮し、「区間推定」を出題した。
第７問に「図形と方程式」の選択問題を出題したため、そちらの問題を選択する生徒も少なくなかった。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■正答状況からみた考察

【２０２３年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第１問】

ア，イの正答率がそれぞれ約９割に対し，ウ，エの正答率はそれぞれ約６割→加法定理が定着していない

オカキは正答率が４割を切った→誘導が読めなかった？

シは（１）で得た式を用いて合成→正答率が４割前後でやや低い

最後は cosA=cosB の形の方程式を解く場面→上位生でも正解できていない

0 50 100
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ウ
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オーキ

ク

ケーコ

サ

シ

スータ

第１問 正答率
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レベル差が50ポイント以上ある問題(その１）
 上位生（偏差値55-60）の正答率と下位生(偏差値40-45)の正答率の差を「レベル差」ということにする。

※レベル差が大きい問題は，「上位生は答えられるが，下位生は答えられない」という傾向の強い問題である。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第２問】

レベル差56.5 レベル差50.6

エオは方程式 3x=1/3 を解く問題，
カは方程式 3x=2 を解く問題。
いずれも下位生が苦手とする問題で
ある。
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レベル差が50ポイント以上ある問題（その２）
 上位生（偏差値55-60）の正答率と下位生(偏差値40-45)の正答率の差を「レベル差」ということにする。

※レベル差が大きい問題は，「上位生は答えられるが，下位生は答えられない」という傾向の強い問題である。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第３問】

レベル差56.4
単なる３次方程式。設問の設定上，
１つの解を与えてあるので是非解け
てほしい問題である。

中略

レベル差55.9

この時期，下位生の「接線の方程式」
の正答率はかなり低い。実は「タチ」
もレベル差36.3である。

中略



2025新課程入試情報

レベル差が50ポイント以上ある問題(その３）
 上位生（偏差値55-60）の正答率と下位生(偏差値40-45)の正答率の差を「レベル差」ということにする。

※レベル差が大きい問題は，「上位生は答えられるが，下位生は答えられない」という傾向の強い問題である。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第４問】

レベル差59.7

本模試の中でレベル差は最大である。
単に等差数列の和を求める問題である
が，第２回共通テスト模試くらいまで
の時期では平均正答率がかなり低い。
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レベル差が50ポイント以上ある問題(その４）
 上位生（偏差値55-60）の正答率と下位生(偏差値40-45)の正答率の差を「レベル差」ということにする。

※レベル差が大きい問題は，「上位生は答えられるが，下位生は答えられない」という傾向の強い問題である。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第６問】

レベル差51.5

交点の位置ベクトルの係数を求める
問題。文字 t の与え方が t:(1-t) で
ないので、高２段階ではあまり正答
率がよくない。徐々に慣れていって
もらいたい。

レベル差51.1
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レベル差が50ポイント以上ある問題(その５）
 上位生（偏差値55-60）の正答率と下位生(偏差値40-45)の正答率の差を「レベル差」ということにする。

※レベル差が大きい問題は，「上位生は答えられるが，下位生は答えられない」という傾向の強い問題である。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第７問】

レベル差55.5

円と直線が交わる条件を判別式か
ら求める問題。確実に解けなけれ
ばならない問題である。

レベル差57.5
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センター試験後期以降，「二次・私大」で頻繁に出題されるような高レベルの問題が増加している。
以下は，本年度の共通テストで出題された「ねじれの位置にある２直線上の点の最短距離」の問題 （ほぼ誘導なし)。

大阪大学では，ねじれの位置にある２直線の両方に「直交」する直線の存在が問われている。

共通テストの問題演習は，二次・私大の問題の基本となる

©Kawaijuku Educational Institution. 35

(３) 二次・私大入試にむけて数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

【2024年度大学入学共通テスト 本試 「数学②（数学Ⅱ・数学Ｂ）」 第５問】

【2024年度大阪大学前期理系 第３問】
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センター試験後期以降，「二次・私大」で頻繁に出題されるような高レベルの問題が増加している。
全統共通テスト高２模試においても，（難度は高くないが）二次・私大向けと思われるような問題を出題している。

以下に挙げたのはいずれも 「√n の整数部分」 について扱う数列の問題である。

二次・私大の問題の演習は，そのまま共通テストの演習となる
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(３) 二次・私大入試にむけて数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

【2024年度全統共通テスト高２模試

「数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）」 第４問】

【2021年度一橋大学前期 第２問】
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(４) 学習対策数学②（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ）

■学習対策－今後の指導－■

(1) 数学力をつける

・二次で出題されるような内容が「思考力」の問題として誘導つきで出題されることも

・見たことがある問題だけでなく設定が少し変えられても解答できるような「言い換えの能力」

(2) 読解力をつける

・参考書や問題集の解答を読み，段落に分けたり，段落に小タイトルをつけたりする

・友達の答案を読み，意見を言い合う

・自分で答案をつくり，先生などに添削してもらう

・読むべきところと軽く流してよいところの区別がつくように練習

(3) 計算力をつける

・あとから見直ししやすいように，大きく，濃く書けるようにする

・「ミスをしたら気づく」ように自分のミスの癖をつかんでおく

(4) 共通テストの対策問題に取り組む
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(１) ２０２５新課程入試のポイント国語

（現代文） 新課程入試「共通テスト」に対応できる力を養う
国公立大学・私立大学の一般入試においては、今のところ、一部の私大入試を除いて大きな変化は見られない。一方、共通

テストでは2025年度に新課程の必須科目である「現代の国語」を踏まえた「第３問」が追加される。「第３問」では、新学習指導

要領で重視される「思考力・判断力・表現力」をはかるため、複数の題材（文章だけでなく、図表やグラフなどを含む）を関連づ

ける問題や言語活動に関わる問題が出題されることが予想される。昨今の私大入試では、共通テスト利用による入試方式が

増加、多様化していることを考えると、国公立大学志望者のみならず、私立大学志望者においても共通テストの重要度が高ま

ってくるのではないか。

（古文） 難化はしないと思われる
二次・私大入試に大きな変化はなく、共通テストも想定される古文の解答時間に変化はなく、はっきりした変化はないと予

想される。共通テストは現代文が一題増えることで、古文の出題者も受験生の負担が増える印象を持つ可能性があるため、

傾向としては分量が増えたり、難易度が上がる流れにはないと思われる。

（漢文） 確実な読解力と要旨の把握力

新学習指導要領では、「読むこと」の言語活動の目標について、旧課程の目標を拡充して「比較」「論述」「批評」「討論」したり

「短い論文」「随筆」にまとめたりする学習を要求していることから、複数の本文を提示する形式での出題が増加すると予想され

る。設問としては、多面的・多角的な理解力を問うために、複数の本文それぞれの主張を対比・総括する問題が設けられるで

あろう。したがって、これまで以上に「確実な読解力と要旨の把握力」が要求されると思われる。ただし、複数の本文の読解を

要求するという問題の性質上、本文の難易度は易化する傾向が考えられる。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析国語（現代文）

■特徴的な問題 【2023年度全統共通テスト高２模試 「現代文」 第３問】

【レポート】の展開を踏まえて複数の題材を関連づける問題の正答率が低い
問１の正答率は５割弱であり、誤答の➂を選んだ生徒が約４割である。この問題は、【レポート】の展開と【資料Ⅰ】（グラフ）を

踏まえて、【レポート】の空欄Ｘに入る説明を選ぶものだが、➂は【資料Ⅰ】の読み取りは正しいものの、【レポート】の展開に即し

ていない。➂を選んだ生徒は、選択肢が【資料Ⅰ】の内容と合致しているというだけで正解と判断してしまったようだ。

問２の正答率は３割弱であり、誤答の➂を選んだ生徒が約３割である。この問題は、【レポート】の空欄Ｙに入れる「ポジティブ

・ポライトネス」と「ネガティブ・ポライトネス」の例として適当でないものを選ぶものだが、この２つの「ポライトネス」については、

空欄Ｙの３行前に「【資料Ⅱ】で述べられている『ポライトネス』」と明記されており、【資料Ⅱ】の該当箇所を読めば、正解を選ぶ

ことはそれほど難しくないはずだ。７割以上の生徒が間違えた理由は定かではないが、【資料Ⅱ】の該当箇所を丁寧に確認して

いない、選択肢の説明が【資料Ⅱ】の内容の「例」として適切かどうかを判断できなかった、といったことなどが考えられる。

共通テスト第３問では「言語活動を重視し、多様な資質・能力を問う」とされている。試作問題と同様の問題が出題されるとし

たら、一つの文章の内容と選択肢を照合する能力だけでなく、設問に付随する条件などを確認し、複数の題材（図表・グラフな

ども含む）に目を配り、解答の根拠を見定めたうえで、それが選択肢に正しく表現されているかを判断する能力が求められる。

■第３問 設問別 正答率・マーク率

1 2 3 4 5 無回答

問１ 15 46.5 4.1 3.7 39.9 5.4 46.5 0.3

問２ 16 28.8 16.1 12.2 30.3 28.8 12.1 0.5

問３ 17 56.0 5.6 56.0 9.7 14.5 13.5 0.6

問４ 18 51.6 7.6 17.9 16.5 51.6 5.7 0.8

第３問

大問番号 問番号 正答率
マーク率

設問番号
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(２) 全統共通テスト高２模試分析国語（古文）

■正答状況からみた考察

文法と和歌の重要性が示されている
・上位と下位の正答率の差が特に大きいのは、問２と問５である。問５は、二つ目の古文を読む負担や時間配分上の壁があり、

点差が開いたと思われるので、入試が近づくなかでの形式演習を通じて差を縮めることができるだろうが、問２は文法知識に

重きを置いた設問で、基礎知識の習得の重要性が示されている。

・全体の正答率が最も低いのは、問３である。特に上位レベルで差が大きく、トップ層では７０％を超える正答率だが、続く層で

は５０％ほどの正答率しかない。和歌の習熟度も差のつくポイントであったことがわかる。

■レベル別・設問別正答率

S A B C D E F

（～65.0） （64.9～60.0） （59.9～55.0） (54.9～50.0） （49.9～45.0） （44.9～40.0） （39.9～　）

19 68.2 90.7 84.9 78.5 72.6 65.9 58.6 46.4

20 55.0 85.3 75.0 65.6 58.6 49.9 43.3 33.4

21 40.6 56.2 49.1 45.0 42.8 39.4 36.1 28.5

問２ 22 48.6 81.5 71.6 63.0 53.6 43.5 33.8 21.7

問３ 23 31.9 72.3 51.8 38.9 30.6 24.9 20.8 16.2

問４ 24 41.2 71.6 60.0 53.3 44.8 37.2 28.6 18.7

25 49.9 86.4 72.7 61.9 51.7 43.9 37.1 26.6

26 48.8 88.0 75.1 62.6 51.3 42.1 34.4 22.3

トータル ー 48.0 79.0 67.5 58.6 50.7 43.3 36.6 26.7

問１

問５

大問番号 問番号 設問番号 全体

第４問
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(２) 全統共通テスト高２模試分析国語（漢文）

■正答状況からみた考察

問５の正答率が低い
不得手とする受験生が多い「書き下し文」の問題であった。正答率は約３０％にとどまった。重要語や句形の知識のみに頼った

り、選択肢の書き下し文だけを読んで現代語訳したりして正答を選ぶという誤った解法が、正答率の低さにつながっていると思

われる。書き下し文の問題は、重要語や句形の知識、文構造の把握、文脈をふまえた文意の確定・判断を併せて問うものであ

ることを認識して、訓読力の向上を図りたい。

問６の正答率が上位層と下位層とで差がついた
二つの本文のそれぞれの趣旨を捉える「内容説明」の問題であった。下位層の出来が非常に悪く、結果的に全体の正答率が

低くなり、４０％弱であった。趣旨を把握する問題の対策は、読解力と趣旨の把握力を総合的に高めることである。

■問５ 正答率・マーク率

■問６ レベル別・設問別正答率

1 2 3 4 5 無回答

第５問 問５ 34 29.9 26.1 10.4 29.9 13.5 17.3 2.8

マーク率
大問番号 問番号 設問番号 正答率

S A B C D E F

（～65.0） （64.9～60.0） （59.9～55.0） (54.9～50.0） （49.9～45.0） （44.9～40.0） （39.9～　）

第５問 問６ 35 38.3 78.9 62.9 48.7 38.0 30.2 24.6 18.8

全体大問番号 問番号 設問番号



2025新課程入試情報

（現代文） 二次・私大入試に大きな変化は見られない
国公立大学・私立大学の一般入試においては、従来どおり一つの文章の読み取りを中心にした出題がなされており、大きな

変化は見られない。書かれたものを客観的に読解する能力が試されている点、また筆記式の試験が主流である点も変化はな

い。

一部の私大入試では、従来の「国語」の枠を超えた、文章や図表などの複数の資料を関連づけて思考し表現する力を問う総

合問題（参考：早稲田大学政経学部、社会科学部（25年入試以降））や、大学で学ぶ内容を先取りする論述型の学科適性試験

（参考：上智大学）が出題されている。これらは新学習指導要領の、実用文の読み取り、ならびに「思考力・判断力・表現力」を

養うといった方針に適合したものだと言える。今後、こうした新傾向の問題が他大学などにも広がっていくのかどうかは、注視

する必要があるだろう。
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(３) 二次・私大入試にむけて国語

（古文） 大きな変化はないと予想される
少子化、入試の多様化、高等学校での「古典探求」の選択科目化などにより、長期的には古文を課さない大学が増えると予

想される。

しかし、出題内容や形式については、これまで古文の入試は世間の情勢にほとんど影響を受けてこなかったし、受けたとして

もすぐに旧来の姿に戻ってきた。

例えば、令和の改元の際に、上代の文章を出題する大学があったが、その傾向が続いたわけではない。

共通テストの開始の時期に、記述問題が増えたり、複数テキストの問題の出題が増えたが、それも間もなく以前の姿に戻っ

ている。よって、古文を出題する大学の入試問題が新課程になって変わることは、ほとんどないと考えられる。
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(３) 二次・私大入試にむけて国語

（漢文） 精読に基づいた趣旨の把握力を養成したい
冒頭の「2025新課程入試のポイント」の項でも確認したように、複数の本文を提示する形式の問題の出題が増加すると予

想されることをふまえると、これまで以上に本文の趣旨を確実に捉える力を習得する必要があろう。それぞれの本文のストー

リー・議論の展開や趣旨をしっかり掴めていてはじめて、複数の本文を対照して解く問題に対応できる。

だからといって、従来の学習と異なった特殊な訓練の必要はない。漢文を正確に読み取る力、趣旨を把握する力を身に付け

ることが大切である。
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(４) 学習対策国語

■学習対策ー今後の指導ー■

（現代文） 文章の客観的な読解をベースに、多様な題材を関連づける能力を養う
新課程を反映した入試としてまず挙げられるのは共通テストである。共通テストでは毎年、複数の題材を関連づける問題が

出題されてきたが、第３問では、実用文や図表、グラフといった多様な題材について問う問題も出題されることが予想される。

また、客観式の共通テストでは限定的な出題にはなるものの、レポートを書くなどの言語活動に関わる問題も出題される

可能性がある。共通テストは分量に比べて解答時間が短いので、これらの題材に十分に慣れておく必要があるだろう。

ただし、そうした問題に対応するためにも、文章の客観的な読解が重要なことは言うまでもない。一つの文章が正確に読み

取れなければ、他の題材との関連も正確に把握できないだろう。共通テストの第１問や第２問、また国公立大学や私立大学の

一般入試では、一つの文章の客観的な読解力を問う問題が中心になっている。さらに、受験生の一般的な傾向として、本文の

内容が別の言葉で言い換えられた選択肢のある問題や、表現に関わる問題の正答率が低いということがある。語彙力の低下

も一つの要因だろう。

入試の変化に対応することはもちろん重要だが、それだけに目を向けるのではなく、語彙力を強化し、多様な内容の文章に

触れることを通して、文章を正確に読解する能力を養うという基本的な学習を怠らないようにしたい。

（古文） 知識の習得と、和歌への習熟が重要
共通テストでは、センター試験時代にあった文法問題がなくなったが、問１の語句の解釈の問題は残った。

問２に置かれることの多い、「語句と表現に関する説明」などの設問も、年を追うごとに文法が重視されるようになっている。

二次・私大の全体傾向も同様で、新しい入試のあり方を模索する各大学の努力は、「思考力・判断力」を軽視するものでは

ないにせよ、知識の習得もないがしろにはできないという認識に向かう場合が多いように思われる。そのうえで、和歌や和歌

的表現は、学習指導要領でも重視される傾向にあり、共通テストはもちろん、それ以外の入試でも若干出題の比重が増して

いる。和歌に苦手意識を持つ学生が一定数いることも併せ考えると、和歌の学習は特に意識する必要があるだろう。
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(４) 学習対策国語

（漢文） 訓読力・読解力の養成と情報処理能力の向上
学習対策の基本は、「読解力の養成と充実」であることに変わりはないが、新課程入試への移行をふまえると、以下のように

整理できよう。

○ 複数の本文の趣旨を整理してまとめる訓練。……国語科全体で要求されている情報を処理する力。

○ 日本の漢詩文の読解と鑑賞。……旧課程から引き続き要求されている日本の古典文化との関連学習。

特別な学力が求められているわけではないので、オーソドックスな学習を堅持し、その延長線上に新課程入試の対策が成り

立つと考えればよいだろう。

■学習対策ー今後の指導ー■
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（※2023年度新課程研究会分析資料より抜粋）

(１) 新課程入試のポイント物 理

学習指導要領は旧学習指導要領からほとんど変化なし

 ・『物理基礎』・『物理』で扱う内容は，旧学習指導要領から変化なし

・「主体的な学び」という観点から「観察・実験を行う」ことは，旧学習指導要領から記述されているが，新学習指導要領の

方がより強調されている

・ 『物理基礎』・『物理』ともに，共通テストの試験時間および得点に変化なし
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(２) 全統共通テスト高２模試 (新課程入試対応) 分析物 理

問題番号 配点 難易 出題内容 概況

第１問 ２７ 標準 小問集合 共通テスト本試と同じ傾向だが，他の大問と比較すると正
答率が低い。特に，問３，問５のように，典型的でなく，公式
をそのまま当てはめられない設問は，非常に正答率が低
かった。

第２問 ２３ 標準 ゴムひもの性質 ゴムひもの張力の性質を実験によって明らかにしていく問
題で，受験生にはなじみのない内容であったが，正答率は
高かった。この傾向は共通テスト本試と同様である。

第３問 ２５ 標準 放物運動と衝突 典型的な題材の問題であるためか，第３問全体の正答率
は高かった。しかし，壁との衝突で小球が受ける力積の向
きを問う設問の正解率は，基本的な内容であるにもかかわ
らず，非常に低かった。

第４問 ２５ 標準 弦の共振・気柱の共鳴 前半は弦の共振に関する基本問題であり，正答率は高
かったが，後半は弦の共振と気柱の共鳴を組合わせた問
題であったため，正答率は低かった。

■大問別概況

※設問別の正答率はアンテナに記載
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フックの法則を満たさないゴムひもがする仕事の問題
この第２問は，フックの法則を満たさないゴムひもの性質を，実験を通して調べていく問題であった。近年注目され，共通

テストでも必ず出題される「観察・実験」を題材とした問題であるが，全体として受験生の正答率は，他の問題と大差なく，

よく出来ていた。その中で，F-xグラフを用いてゴムひもがする仕事を求める方法を問う問２は，正答率が低めであった。

ただし，これは純粋に設問内容によるものであり， 「観察・実験」を題材としたこととは無関係であると思われる。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析物 理

■特徴的な問題

【2023年度全統共通テスト高２模試 「物理」 第２問 問２ 解答番号１０】

10※正答率：①6.5% ②13.5% ③3.0% ④4.0% ⑤22.3% ⑥50.2%（正解）
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正答率が最も低い設問
板上を物体が滑っているとき，板および物体にはたらく合力の水平成分の時間変化を問う設問である。容易な設問かと

思われたが，最低の正答率であった。偏差値65以上の受験生でも正答率が45％しかない。多数の受験生が摩擦力の

はたらき方に関するイメージが持てていないことを如実に表している。あるいは，問題文を読み違えて速度-時刻グラフを

選ぶ設問と思ったのかもしれない。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析物 理

■正答率からみた考察 その１ 

【2023年度全統共通テスト高２模試 「物理」 第１問 問３ 解答番号４】

４※正答率：①18.0% （正解） ②6.6% ③13.2% ④4.8% ⑤30.1% ⑥26.8%
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(２) 全統共通テスト高２模試分析物 理

■正答率からみた考察 その２
【2023年度全統共通テスト高２模試 「物理」 第３問 問３ 解答番号１８】

正答率が全ての偏差値帯で低い
壁との衝突で小球が壁から受ける力積の向きを選ぶ設問である。全ての偏差値帯で，直前の設問から正答率が大きく下

がり，偏差値が60程度の受験生でも正答率はおよそ55％しかなかった。問題文をよく読まずに，小球にはたらく重力を意

識してしまったのかもしれない。定性的な問題では，このようなケアレスミスがよく散見される。

18※正答率：①21.3% ② 43.0%(正解) ③ 22.5% ④ 1.4% ⑤ 3.8% ⑥7.1%
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▼２０１８年度京都大学 （前期日程） 第１問

二次・私大入試は，ほとんど変化なし
共通テストでは毎年出題されている「観察・実験」を題材にした問題は，これまでのところ二次・私大入試ではほとんど出

題されていない。下の問題は 「観察・実験」を意識した二次・私大入試の出題の一例であるが，このような目新しくて長文

問題の出題は非常に少ない。今後増加する可能性は，ないわけではないが，考えにくいだろう。
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(３) 二次・私大入試にむけて物 理
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(４) 指導のポイント物 理

■今後の傾向と学習対策■

(1) 教師が演示実験を行う，または生徒に実験データを与えて，それをもとに考えさせる。

  ICT教材の活用も有効。

(2) 問題演習で間違えた理由を考えさせるなどして，物理の法則・公式の意味を生徒に理解させ，柔軟に

活用できるようにする。

(3) 教科書での用語の取り扱いは入試に影響する。以下の点を注意しておきたい。

・定常波または定在波については，「定在波(定常波)」という記述をしている教科書がほとんどである。

・「斥力」は単独で用いられることなく，「斥力(反発力)」となっている。

・「遷移」は2社のみ記載されている。

・「静止エネルギー」は2社で記載がない。



2025新課程入試情報

©Kawaijuku Educational Institution. 53

(１) ２０２５新課程入試のポイント化 学

学習指導要領では化学の性格として以下のような記載がある。

化学は物質を対象とする科学であり，その特徴は，観察，実験を通して，物質の構造や性質，反応を調べることにより物質

の特徴を理解し，物質に関する規則性や関係性を見いだすとともに，その知識を生かして物質を利用したり目的にかなった物

質をつくり出したりすることにある。

「化学」は，このような化学の特徴を踏まえて，化学的な事物・現象についての内容を扱い，観察，実験を行うことなどを通し

て，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的に探究する力や態度を育成するようにしている。

「化学」は，このような科目であるので，観察，実験などを通して探究の過程を踏まえた学習活動を行うことが重要である。ま

た，化学の概念や原理・法則といった抽象化された事項も，単に記憶するだけではなく，常に物質の示す具体的なふるまいと

結び付けて理解させることが求められる。探究の過程を踏まえた学習活動では，幾つかの事象が同一の概念によって説明で

きることや，事象の本質を突きつめていくことによって原理・法則に行きつくことを経験させることが大切である。また，習得した

概念や原理・法則を新しい事象の解釈に応用したり，物質の変化の結果を予測したりできるようにすることも大切である。
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(１) ２０２５新課程入試のポイント化 学

また，化学の性格を踏まえ，以下のような目標が示されている。

化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，化学的な

事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

⑴ 化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付

けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

⑶ 化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

新課程入試では，近年の共通テスト，国公立二次・私立大の個別試験における次のような出題傾向が継続されるものと思わ

れる。この出題傾向は，新学習指導要領で示された化学の性格や目標に相応するものと考えられる。

化学の原理・法則と物質に関する基本的な知識の習得の程度をはかる問題に加えて，身のまわりの事物・事象や受験生に

とって目新しい題材なども含めて，既習の原理・法則や技能を積極的に活用して，与えられた条件・データを分析したり，予測さ

れる結果を判断したりする思考力を試す問題も出題される。また，探究の過程や得られた結論を文章やグラフで客観的に表現

する力も重視される。
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(２) 学習指導要領の改訂に伴う教科書の主な変更点化 学

学習指導要領の改訂について

• 旧課程では「化学基礎」で扱われていた気体分子の速さの分布図(マクスウェル・ボルツマン分布図)が「化学」に移行された。

• 「化学反応と熱・光」の内容と取扱いとして「吸熱反応が自発的に進む要因にも定性的に触れること」が加えられた。また，

「解説」で「化学エネルギーの差については，エンタルピー変化で表す」と記された。

• 新学習指導要領では「電池」「電気分解」の順番となった。

• 2族全体がアルカリ土類金属，3～12族が遷移元素となった。

• 有機分野で「代表的な医薬品，染料，洗剤などの主な成分にも触れること」「核酸の構造にも触れること」の記載がなくなった。

• 「(5)化学が果たす役割」が新設された。

教科書の内容について

• すべての教科書が，実験動画や参考動画，追加資料をインターネット上に掲載し，二次元コードを読み取ることで簡単にアク

セスできるように工夫している。

• 新学習指導要領では探究活動の項目が削除されたが，教科書の全体を通して「～を探究し」という言葉が多用され，探究活

動を重視する内容が多くなった。

• 「化学が果たす役割」は，すべての教科書が終章として末尾に記載している。旧課程では「無機物質と人間生活」，「有機物

質と人間生活」などに記載されていた内容がここに移動している場合がある。

• 化学反応とエネルギーについて，出入りするエネルギーをエンタルピー変化で表すようになった。それに伴い，熱化学方程式

がなくなりエンタルピー変化を付した反応式で表すようになった。なお，参考として熱化学方程式を扱っている教科書もある。
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(２) 学習指導要領の改訂に伴う教科書の主な変更点化 学

• エントロピーがすべての教科書の本文で，ギブスエネルギーもほとんどの教科書で発展として扱われている。 

• 反応エンタルピーと生成エンタルピーの関係を表す式は旧課程のときと同じである。

反応エンタルピー ＝ （生成物の生成エンタルピーの総和）−（反応物の生成エンタルピーの総和）

• 反応エンタルピーと結合エネルギーの関係を表す式は旧課程のときと異なっており，注意が必要である。

反応エンタルピー ＝ （反応物の結合エネルギーの総和）−（生成物の結合エネルギーの総和）

• 新学習指導要領では「核酸の構造にも触れること。」という部分が削除されたが，すべての教科書が本文または参考に核

酸の内容を残している。

東書701 実教703 啓林705 数研706 第一708

エントロピー 本文 本文 本文 本文 本文

記号
S 本文 本文 本文

ΔS 本文 発展 本文 本文

例

固体の溶解 本文 発展 表 本文

気体の溶解 表 表

インクの拡散 本文 本文 表

状態変化 発展 表 本文 本文

分子数が増加する反応 表 参考＊ 表

反応の自発性とΔH，ΔSの符号 本文 発展 参考＊ 本文

ギブスエネルギー 発展 発展 発展＊ 発展 ＊ 化学平衡で記載

※上記の表は、特定の教科書を推奨する趣旨はありません。
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(２) 学習指導要領の改訂に伴う教科書の主な変更点化 学

旧課程と新課程の教科書における用語の異同についてまとめたものを，以下に示す。

旧課程 新課程

アルカリ土類金属
Be，Mgを除く2族元素。
注釈としてBe，Mgを含める場合もある
と記載。

すべての2族元素。
注釈としてBe，Mgをアルカリ土類金属に含めない場合もあ
ると記載した教科書もある。

遷移元素
3 ～ 11族の元素。
注釈として12族の元素を含める場合が
あると記載。

3 ～ 12族の元素。
注釈として12族の元素を遷移元素に含めない場合もあると
記載。

18族元素
希ガス（貴ガス）または貴ガス（希ガス）
と記載。

すべての教科書で貴ガス（希ガス）と記載。

電子式
すべての教科書で本文に記載。太字で
記載されている教科書あり。

すべての教科書で本文に記載してあるが，すべてにおいて
太字ではなくなった。

価標
すべての教科書で本文に記載。太字で
記載されている教科書あり。

本文に記載した教科書と本文から削除し注釈に記載した教
科書がある。本文に記載した教科書は太字ではなくなった。

イオン式 本文に記載。
本文から削除し注釈に記載。注釈にも記載のない教科書も
ある。

イオンの価数 本文に太字で記載。 本文に記載はあるが，太字ではなくなる。

イオン反応式 すべての教科書で本文に記載。
「イオンを含む化学反応式」などの表現に変わった教科書も
あるが，問題などではすべての教科書で「イオン反応式」の
語を用いている。

共有結合の結晶
共有結合の結晶，共有結合結晶，共有
結晶の語がみられた。

すべての教科書で「共有結合の結晶」と記載。
（ ）付きで「共有結合結晶」を記載した教科書がわずかにあ
る。共有結晶は記載なし。

（次ページに続く）
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(２) 学習指導要領の改訂に伴う教科書の主な変更点化 学

＊１ 物理，化学，工学などの諸分野によって，「標準状態」が指す温度・圧力が異なるためである。

＊２ 水酸化鉄（Ⅲ）と称される物質の組成は複雑なため，定まった化学式で表すことは困難である。

旧課程 新課程

気体から固体への状態変
化

注釈に「凝華」と記載。 本文に「凝華」と記載。

標準状態
273 K，1.013×105 Paを指すものとして，
すべての教科書に記載。

273 K，1.013×105 Paを本書では標準状態とすると記載した
教 科 書 と ， 「 標 準 状 態 」 は 使 わ ず に ， 単 に 273 K ，
1.013×105 Paとだけ記載した教科書がある＊1。

沸点上昇度
凝固点降下度

ほとんどの教科書で本文に記載。太字
で記載の教科書もある。

ほとんどの教科書で本文に記載されているが，いずれの教
科書でも太字ではなくなる。用語の記載がない教科書もわ
ずかにある。

水酸化鉄（Ⅲ）＊2 名称は「水酸化鉄（Ⅲ）」，化学式は
Fe(OH)3としている。

名称は従来どおり「水酸化鉄（Ⅲ）」としている教科書が多い
が，「酸化水酸化鉄（Ⅲ）」とした教科書もある。化学式につ
いては，組成が一定しないことに触れた上で，表記の例とし
て Fe2O3･nH2O お よ び FeO(OH) が 多 く 用 い ら れ て い る 。
FeO(OH)･mH2Oを併記した教科書もあるが，Fe(OH)3は用い
られていない。

遷移状態
（活性化状態）

すべての教科書に「活性化状態」と記
載。多くは「遷移状態」も併記。

すべての教科書で「遷移状態」と記載。「活性化状態」は（ ）
付きで本文に残っている教科書もある。
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(３) 全統共通テスト高２模試分析化 学

問題番号 配点 難易 出題内容 概況

第１問 ２０ やや
易

物質の構成，結晶，
化学量

得点率59％で最も高かった。問３は，第一～第四イオン化
エネルギーの表とグラフから，Na，Mg，Al の組合せを選択
する問題であるが，正答率50％で比較的よくできていた。

第２問 ２０ 標準 物質の溶解，酸と塩基 得点率35％であった。全体的に低調であり，物質の溶解性
に関する基本的な理解の不足と，固体の溶解度の計算を
苦手とする受験生が多いことが特に目立った。

第３問 ２０ 標準 酸化還元反応， 
化学反応の量的関係

得点率31％で最も低かった。酸化還元反応の量的関係に
関する計算問題は比較的よくできていたが（問２の正答率：
40％），酸化銀電池（問４：18％），海水中のイオンの電荷
均衡の式（問５a：22％）は難しかったようである。

第４問 ２０ 標準 物質の三態，気体 得点率42.5％であった。水の状態図（問１：66％）はよくでき
ていた。状態方程式などから気体の分子量の大小関係を
考える問題（問２：25％），気体を混合・燃焼させた反応後
の圧力を求める問題（問４b：24％）は難しかったようである。

第５問 ２０ 標準 アンモニアに関する総合
問題

得点率36％であった。質量パーセント濃度からモル濃度を
求める問題（問１：40％）は健闘していた。NH3 分子間の水
素結合の様子（問２：35％）は出来が悪かった。NH3 の逆滴
定での指示薬に関する問題（問３a：29％）は，時期的に，ま
だ判断の仕方がわからない受験生が多かったようである。

■大問別概況
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実験結果を予測して，適切なグラフを選択する問題

水銀柱上部に封入するジエチルエーテルの物質量（mol）と水銀柱の

高さの関係を表すグラフを選択する問題である。大気圧，圧力のつり合

い（トリチェリの実験），気液平衡と蒸気圧に関する基本的な理解とともに，

得られる結果を予測し，グラフ上で考えて判断する思考力を試した。
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(３) 全統共通テスト高２模試分析化 学

■特徴的な問題

【2023年度全統共通テスト高２模試 「化学」 第４問 問３】
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(３) 全統共通テスト高２模試分析化 学

■正答状況からみた考察
【2023年度全統共通テスト高２模試 「化学」 第４問 問３】

正解③：正答率 50 ％

実施時期を考慮して，紛らわしい選択肢を含めなかったこともあり，比較的よくできていた。

ジエチルエーテルがすべて気体として存在する範囲において，封入する物質量を増加させていくと，気体の体積が徐々に

増加するため，気体の圧力の増加率は緩やかになる。したがって，グラフは直線的に下がらず曲線になるが，正答した受験

生の中でも，このことを正しく判断できたものは少なかったであろう。（この部分を直線にした選択肢を加えると，正答率は大

幅に下がったものと思われる。）

近年の共通テストでは，グラフを扱う問題の出題が非常に多くなっている。問題文で与えられたグラフや，表などのデータ

から作図したグラフをもとに，化学的な法則性を見いだしたり，実験結果を考察したりする問題と，得られる結果を予測して，

それに当てはまるグラフを判断する問題の両方が出題されている。

グラフを扱う問題は，原理・法則の理解を深めるために非常に役立ち，また，他者に伝わるように客観的に表現する力を

養う点でも効果的と思われる。多くの問題に取り組ませて，グラフの読み取り方，グラフを用いた表現の仕方や描き方を習得

させておきたい。
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(４) 学習対策－化学反応とエネルギーを中心にして－化 学

「化学反応とエネルギー」の過去問の利用にあたって

共通テスト・センター試験や国公立二次・私立大入試での「化学反応とエネルギー」に関する過去問を解くとき，旧課程の問

題では符号の混乱などが生じるおそれがあるため，新課程の問題に読み替えて演習するとよいだろう。

そのためには，

・反応熱と反応エンタルピーの定義の異同を示し，熱化学方程式の読み方を，エンタルピー変化を付した反応式と対比して

説明しておくとよいだろう。

・問題・解答・解説を読み替える方法を，例題を用いて具体的に示しておくと，過去問演習に取り組む上での範例として効果

的だと思われる。（→次頁以降を参照）

その他について

化学全体での学習対策としては，旧課程から変更する必要は特になく，共通テストと二次試験・私立大入試の対策を一体と

して学習を進めさせればよいだろう。なお，ギブスエネルギーΔG を用いた定量的な扱いについては，共通テストはもちろんの

こと，二次試験・私立大入試でも知識として求められることはないものと思われる。核酸については，学習指導要領に記載され

ていないので，共通テストで知識として求められることはないと思われるが，教科書に残ったため，二次試験・私立大入試では

出題の可能性が残された。できれば，新課程でも引き続き学習させておきたい。
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(４) 学習対策－化学反応とエネルギーを中心にして－化 学

■エンタルピー変化を付した反応式と熱化学方程式との比較
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(４) 学習対策－化学反応とエネルギーを中心にして－化 学

主な変更点

✓ 旧課程では発熱反応の反応熱を「＋」で，吸熱反応の反応熱を

「−」で表していたが，新課程では発熱反応のエンタルピー変化を

「−」で，吸熱反応のエンタルピー変化を「＋」で表す。

✓ 「熱化学方程式」を，「エンタルピー変化を付した反応式」に変更す

る。また，「式の右辺に記されている熱量」を，反応エンタルピーに

変更する。この際，符号はすべて逆にする。

✓ 「生成熱」を「生成エンタルピー」，「蒸発熱」を「蒸発エンタルピー」

のように，「○○熱」を「○○エンタルピー」に変更する。その際，

「燃焼熱」→「燃焼エンタルピー」，「生成熱」→「生成エンタル

ピー」，「溶解熱」→「溶解エンタルピー」，「中和熱」→「中和エンタ

ルピー」，「凝縮熱」→「凝縮エンタルピー」，「凝固熱」→「凝固エン

タルピー」の変更では，符号が逆になる。一方，「蒸発熱」→「蒸発

エンタルピー」，「融解熱」→「融解エンタルピー」，「昇華熱」→「昇

華エンタルピー」の変更では，符号は変わらない。また，「結合エ

ネルギー(結合エンタルピー)」は定義の変更がなく，符号は変わら

ない(【例３】参照)。

■過去問の利用にあたって問題・解答・解説を読み替える方法
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(４) 学習対策－化学反応とエネルギーを中心にして－化 学

主な変更点

✓ ヘスの法則を用いた計算について，式を組み合わせた解法は，

符号が異なるだけである。

✓ 〔別解１〕の解法では，「(反応熱)＝(生成物の生成熱の総和)−(反

応物の生成熱の総和)」の関係式が，「(反応エンタルピー)＝(生成

物の生成エンタルピーの総和)−(反応物の生成エンタルピーの総

和)」となる。

✓ 〔別解２〕の図を用いた解法では，エネルギーの減少＝負のエンタ

ルピー変化，エネルギーの増加＝正のエンタルピー変化で表す。
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(４) 学習対策－化学反応とエネルギーを中心にして－化 学

主な変更点

✓ 結合エネルギーを，熱化学方程式で表す場合とエンタルピー変化

を付した反応式で表す場合，式中の符号が逆になる。

✓ 〔別解１〕の解法では，「(反応熱)＝(生成物の結合エネルギーの

総和)−(反応物の結合エネルギーの総和)」の関係式が，「(反応エ

ンタルピー)＝(反応物の結合エネルギーの総和)−(生成物の結合

エネルギーの総和)」となる。
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（１）学習指導要領改訂のポイント

■学習指導要領改訂の基本的な考え方

基本的には，改訂前の学習指導要領の枠組みを維持した上で内容を改善する方向で改訂されて
いるが，改訂前よりもさらに探求の過程を重視した学習の充実が求められている。

また，生物用語に関して，「500語から600語程度までの重要用語を中心に，その用語に関わる概念
を，思考力を発揮しながら理解させるよう指導すること」とされており，教科書で太字となっている用
語の数が大幅に減少した。

■『生物基礎』の改訂のポイント

大枠には変更はないが，削除された内容，『生物』に移行した内容，および，『生物』から移行してき
た内容もある(次ページ以降参照)。
例) 「水生生物の体液の濃度調節」などが削除

「DNAの半保存的複製」「遺伝暗号表」などが，『生物』から『生物基礎』に移行

「生態系の物質生産と物質循環」などが， 『生物基礎』から『生物』に移行

■『生物』の改訂のポイント

『生物基礎』とあわせると全体の内容の変更はあまり大きくはないが，一部，新たに加わった内容
がある(次ページ以降参照) 。また，単元の並び順が変わり，「生物の進化」がいちばん最初の単元
になった。

生 物
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■教科書で新たに扱われるようになった内容

生態系の保全
『生物基礎』の「生物の多様性と生態系」の単元，および，

『生物』の「生態と環境」の単元の中で，生態系の保全に

関する内容の教科書での扱いが大きくなった。

それに伴い，「生態系サービス」「種多様性」「SDGs」「環境

アセスメント」などの内容がほとんどの教科書に記載され

るようになった。

2023年度全統共通テスト高２模試 「生物」 第３問 問５

正答率は62.8％

脳死・免疫
『生物基礎』の「ヒトの体の調節」の単元において，中枢神

経系に関連して「脳死」が扱われるようになった。

また，ほとんどの教科書で「がんの免疫療法」が扱われる

ようになり，一部の教科書では「COVID-19」も扱われるよ

うになった。

このように，教科書で新たに扱われるようになった内容や

教科書での扱いが大きくなった内容については，その出

題頻度が増える可能性が高いと考えられる。

生態系の保全に関する知識を問う問題

（２）学習指導要領改訂の入試への影響生 物
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■教科書での扱いが少なくなった内容

生物の体内環境
『生物基礎』の中で，旧課程では「生物の体内環境の維

持」だった単元が，新課程では「ヒトの体の調節」という単

元になり，ヒト以外の生物の体内環境について扱われなく

なった。

それに伴い，カニや魚類などの体液濃度の調節に関する

内容についてはすべての教科書で記載がなくなった。

また，これまで「体内環境」として扱われていた「血液の成

分と働き」「酸素解離曲線」「体液循環」「腎臓の働き」「肝

臓の働き」などの内容については，教科書によってはそれ

らの記載が大幅に減少した。

2020年度センター試験本試 「生物基礎」 第２問 問３

ほかにも「ラウンケルの生活形」「植物の生活環」「抗体の

多様性（遺伝子の再編成）」などの内容は，ほとんどの教

科書で記載がなくなった。

このように教科書での扱いが少なくなった内容については，

出題頻度が減ることが予想されるが，知識を前提としない

考察問題としての出題は今後も続く可能性があると考えら

れる。

魚類の体液濃度の調節に関する考察問題

（２）学習指導要領改訂の入試への影響生 物
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■生物から生物基礎に移行した内容 2023年度全統共通テスト高２模試 「生物基礎」 第１問 問５

DNAの複製，遺伝情報の発現
DNAの複製の過程や遺伝情報の発現の過程については，

旧課程では『生物基礎』で簡単な内容を扱い，『生物』で詳

細な内容を扱っていたが，新課程では『生物基礎』でかな

り詳細に扱われるようになった。

複数の『生物基礎』の教科書で，「メセルソンとスタールの

実験」も参考として記載されている。

ほとんどの『生物基礎』の教科書で「遺伝暗号表」「tRNA」

「アンチコドン」が扱われるようになり，複数の『生物基礎』

の教科書では「ニーレンバーグやコラーナの実験」も参考

として記載されている。

① ⑥

正答率は ５ が31.0％， ６ が40.5％

このように，『生物』から『生物基礎』に移行した内容につ

いては，これまで『生物基礎』のみを出題範囲とする入試

では出題されてこなかった内容が，今後は出題されるよう

になると考えられるが，『生物基礎・生物』を出題範囲をす

る入試での出題に関しては，これまでと大きな変化はない

と考えられる。

DNAの複製様式に関する考察問題

（２）学習指導要領改訂の入試への影響生 物
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■扱う単元が変わった内容

正答率は30.2％

遺伝の計算
これまで生殖の単元で扱われていた遺伝の計算の内容

が，進化の仕組みとして扱われるようになった。

それに伴い，教科書における遺伝の計算の扱いが全体的

に軽くなり，教科書によっては「伴性遺伝」「検定交雑」「二

重乗換え」「染色体地図」などについての記載がなくなった

ものもある。

また，「複対立遺伝子」「遺伝子の相互作用」はすべての

教科書で記載がなくなった。

複雑な様式の遺伝の計算については，出題頻度が減る

可能性はあるが，これまでと同じような問題も今後も引き

続き出題されると考えられる。

2023年度全統共通テスト高２模試 「生物」 第４問 問４

項目 旧学習指導要領 新学習指導要領
「窒素同化」

(1)生命現象と物質

(5)生態と環境
「遺伝情報とその発現」

(3)遺伝情報の発現と発生「遺伝子の発現調節」
「バイオテクノロジー」
「減数分裂と受精」

(2)生殖と発生
(1)生物の進化

「遺伝子と染色体」
「植物の生殖と発生」 (4)生物の環境応答

『生物』で扱う単元が変わった内容

遺伝の計算に関する考察問題

（２）学習指導要領改訂の入試への影響生 物
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■教科書で扱われる順序が変わった内容

生物の進化
新課程では，これまで最後の単元として扱われていた「生

物の進化」の内容が最初の単元となり，進化に関する内

容が『生物』の学習における導入として位置付けられた。

生物の進化の内容の出題自体については大きな変化は

ないと考えられるが，現役生が学校で学習する時期が変

わることで，入試において現役生と高卒生とで正答率に大

きな差のつく単元が変わる可能性があると考えられる。

2023年度全統共通テスト高２模試 「生物」 第６問 問１

正答率は30.9％

動物の系統に関する知識を問う問題

（２）学習指導要領改訂の入試への影響生 物



2025新課程入試情報

©Kawaijuku Educational Institution. 73

■まとめ

1. 新たに教科書に加わった内容については，今後，入試で出題が増加する可能性も考えられる。

2. 教科書での扱いが少なくなった内容については，出題が減少することが予想されるが，考察問
題として出題される可能性も考えられる。

3. 『生物基礎』から『生物』，あるいは，『生物』から『生物基礎』に移行した内容については，特に
『生物基礎』のみを出題範囲としている大学の入試においては注意が必要であるが，その他の
大学ではあまり大きな影響はないと考えられる。

4. 教科書で「太字」となっている用語が減少し，さらに探求の過程を重視した学習の充実が求めら
れていることなどから，入試で問われる内容が，現在よりもさらに「思考力・判断力・表現力」を問
う方向へとシフトする可能性が考えられる。

5. しかしながら，課題や仮説を設定したり実験計画を立案したり，あるいは実験結果を解釈したり
する上で，生物の基本的な知識・技能が必要なのは当然であり，教科書の内容をしっかり理解
して知識を身に付けることの重要性は，現在と何ら変わりない。

（３）指導上の留意点生 物
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（※2023年度新課程研究会分析資料より抜粋）

(１) 2025新課程入試のポイント地 学

新学習指導要領では「地球環境に対して主体的に関わり，課題を解決する態度」に向けた力の養成を強調
・新学習指導要領では旧学習指導要領の「地学的に探究する能力と態度の育成」に加えて

「自然環境の保全に寄与する態度」および「自然の事物・現象を総合的に考察しようとする態度」

の育成が求められるようになった。

→新課程では，旧課程以上に観察，実験，探究活動に重点を置いた学習が必要とされる。

新学習指導要領における地学の目標は，「地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見
方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，地球や地球を取り
巻く環境を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。」と述べられ
ている。

(中略)

後半部分では旧学習指導要領の目標に加えて，学びに向かう力や人間性等の育成にも言及さ
れており，「地球や地球を取り巻く環境に対して主体的に関わり，それらに対する気付きから
課題を設定し解決しようとする態度を養う」と述べられている。そこでは，主体的に課題に取
り組む態度の例として，「自然環境の保全に寄与する態度」，「自然の事物・現象を総合的に
考察しようとする態度」などが挙げられている。

2.新学習指導要領の変更点
2－1 地学の目標の変更
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震央の位置を作図から求める考察問題
与えられたグラフに，自らが作図をすることによって該当する座標を求める形式の考察問題である。3地点の震源距離の

情報と，3地点の震源距離を半径とする円の共通弦の交点が震央を表すという地学的知識を運用して，グラフを作成する力が

問われている。正答率が7割程度と比較的高かったが，これはすべての地学基礎の教科書において，実習または探究で

扱われている内容であり，実習や演習を行ったことがある受験生が多いと考えられる。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析地 学

■特徴的な問題

【2023年度 全統共通テスト高２模試 「地学基礎」 第１問 A 問２】
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(３) 2024年度 共通テスト本試験 『地学基礎』分析地 学

■特徴的な問題
【2024年度 共通テスト本試験 「地学基礎」 第３問 B 問３】

中学理科で学習した内容を含む考察問題
図中の天体の分布状況から，天体の種類を判別する考察問題である。選択肢で与えられた天体と，天球上の天体の見か

けの分布を一致させる力が必要となり，難易度が高い問題である。なお，「天球」に関しては，地学基礎の各教科書には

ほとんど記述がなく，中学理科で扱われる内容である。地学基礎の教科書に記載がなくても中学理科での学習項目であれば，

出題される可能性がある。
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(４) 2024年度 共通テスト本試験 『地学』分析地 学

■特徴的な問題
【2024年度 共通テスト本試験 「地学」 第１問 問３】

マントル物質の状態を作図から求める考察問題
表のデータをグラフにプロットして曲線を作図し，物質の状態を推定する考察問題である。マントル物質からマグマが発生

する条件に関する地学的な知識と，複数の図表から正確なグラフを作成する力や，その結果から物質の状態を考察する力が

必要となる問題である。このようなグラフを描かせる形式の問題は，今後も出題される可能性が高いと考えられる。
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▼問題例：2024年度東北大学 （前期日程） 第１問より抜粋

提示された条件を読み解き，数的関係を踏まえながら論理的に文章をまとめる力が必要
2024年度の国立大二次試験，特に難関大学では，計算問題が減少し，その一方で論述問題が増加した。

→旧課程入試最後の年であったが，新課程入試を見越したように，難関大学では出題傾向の変化が見られた。

→単なる計算力だけでなく，数的関係から導き出せる結果を的確にまとめる力（表現力）の向上を図る必要がある。
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(５) 二次・私大入試にむけて地 学
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■共通テスト対策 【地学基礎】【地学】

■二次私大対策 【地学】
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(６) 指導のポイント地 学

(1) 教科書に出てくる概念や用語を正確に理解させることが何よりも大切。

→概念や用語だけでなく，数式の意味や導出過程もあわせて理解させる。

→モデル化された概念や図（例：地球内部の地震波経路，地衡風における力のつり合い，など） 

に対する理解が必要となる。

(2) レポートや報告書の作成を通して，論理や構成を意識した文章表現力の向上を図る指導が必要。

→問われた事項を簡潔な文章で論述する力や計算・思考過程を論理的に記述する力の育成が

求められる。

(1) 図を読み取る力に加えて，グラフ用紙などを用いた作図する力，および結果を考察する力が必要。
→教科書の実習や探究に注目し，自ら図やグラフなどを描く練習を行い，結果および考察をレポートの

形式でまとめる練習を行う。
(2) 中学理科での学習事項にも注意を払う。

→高校の教科書に記載がない用語や内容であっても，中学理科で扱われたものであれば出題される
可能性があるため，指導上の注意が必要（例 天球，月の満ち欠けなど）。
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(１) ２０２５新課程入試のポイント地理総合,地理探究

旧課程から新課程「地理総合」，「地理探究」では，項目再編があったものの違いは大きくはない。2022年11月

大学入試センター公表「試作問題」の出題内容をみると，センター試験や旧課程下の共通テストと同様に，ま

んべんなく出題されている。

「地理総合」

「地理総合，
   地理探究」

（2022，2023年度河合塾作成教科書分析資料，大学入試センター2022年試作問題の概要により作成）

旧教育課程，新教育課程の学習項目の関係と「試作問題」の出題フレーム

共通問題
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(２) 全統共通テスト高２模試分析地理総合,地理探究

問題番号 配点 難易 出題内容 概況

第1問 16 やや
難

「地理総合」
生活文化の多様性

自然環境と人々の生活文化のかかわりについて，
プレート境界と火山，氷河の分布，海岸地形，気
温と降水量，風，海岸侵食の原因について。

第2問 17 標準 「地理探究」
世界と日本の工業

各種工業の特徴や立地，自動車工業，日本の工
業地帯の特徴や変化，製造業を支える中小企業
の特徴や課題について。

第3問 17 標準 「地理総合」
世界の結びつき

国際機構，貿易，交通・通信，観光について。

第4問 16 やや
易

「地理総合」
地球的課題

森林面積の増減とその要因，部門別二酸化炭素
排出量，食料問題と取り組み，人口問題，地球的
課題のそれぞれの関連について。

第5問 17 難 「地理探究」
北アメリカ

土地利用とハイサーグラフ，小麦とトウモロコシの
生産，一次エネルギー生産と貿易，アメリカ合衆
国の人種・民族，貿易について。

第6問 17 やや
難

「地理総合」
兵庫県豊岡市の地域調査

地図，グラフ，統計表，文章などの読解力を問う。

■大問別概況
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(２) 全統共通テスト高２模試分析地理総合,地理探究

■特徴的な問題（正答率が低かった問題）

【2023年度全統共通テスト高２模試 「地理総合,地理探究」 第１問 問４】

基本的な知識の涵養，読図などの地理的技能の向上が課題
卓越風に関する基本的な知識と読図などの地理的技能をもとに，多面的・多角的に考察できるかを問うた。卓越風を利用した

帆船の航路などに関する本問（正答率：28％）は，非常に出来が悪く，貿易風と偏西風を利用した航路を取り違えた受験生が

約56％もいた（正答は③）。

貿易風

偏西風

南西季節風赤道
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(２) 全統共通テスト高２模試分析地理総合,地理探究

■正答状況からみた考察（上位層と下位層の差が大きい問題）

【2023年度全統共通テスト高２模試 「地理総合,地理探究」 第３問】

さまざまな事象の共通点や相違点を比較する力の養成
国際観光に関する問５（正答率：58％）は，比較的よくできていたものの，上位層と下位層との差は非常に大きかった。発展途

上国のタイよりもスペインの方が豊かな先進国であることや，スペインは夏のバカンスで多くの観光客が訪れること，さらには

世界最大の国際観光支出額の中国，収入額のアメリカ合衆国などの違いを比較することが重要である。

この設問において，受験生全体の約71％がＫをタイと選べていた。この選択率を上位層と
下位層で比較してみると，上位層は約86％，下位層は約57％であった。一方，国際観光収
入と支出では，受験生全体の約80％がチを国際観光支出と選べていた。この選択率を上
位層と下位層で比較してみると，上位層は約92％，下位層は約65％であった。この設問の
正答率は，結果的に，上位層が約80％，下位層が約35％であり，さらに差が開いた。

下位

上位

全体
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▼問題例：２０２４年度東京大学 （前期日程） 第１問設問A

初見の統計データや図，グラフにとまどうことなく，因果関係や相互関係を読み取ることができる力が必要
「世界各地の成人における乳糖耐性者の推定割合の分布図」，「主食穀物の栄養成分比較表」などは，多くの受験生にとっ

て初見である。これらのような統計データや図，グラフを読み取り，因果関係や相互関係を読み取る力の涵養が重要である。

（2），（3），（4）では，アジアの乾燥地域では遊牧，東南アジアでは稲作が行われてきたことが解答する上でカギとなっている。
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(３) 二次・私大入試にむけて地理総合,地理探究
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■求められる力■
● 基本的な知識の涵養，読図などの地理的技能の向上

● さまざまな事象の共通点や相違点を比較する力の養成
● 初見の統計データや図，グラフにとまどうことなく，因果関係や相互関係を読み取ることができる力
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(４) 学習対策地理総合,地理探究

■学習対策－今後の指導－■

(1) 共通テスト対策であれ，二次・私大の個別入試対策であれ，受験対策として膨大な知識が必要であるた

め大量の暗記から逃れることはできない。しかし，単純な暗記ではなく，「なぜそうなるか」を意識して，事象

や事項を理解した上で知識を涵養していく姿勢を育んでいくことが重要であり，探究型の授業も導入しなが

ら指導を進めていく必要がある。

(2) 従来から図表が多用される入試問題が一般的であり，知識をもとに思考し判断することが求められてい

る。比較的単純な形式であったセンター試験時代の過去問を端緒として演習をはじめ，共通テストの過去

問へアプローチする学習方法が重要である。その際，どのように考えたか「言語化」しておくと再現性が高

まり学習効果がより大きくなる。
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（※2023年度新課程研究会分析資料より抜粋）

(１) ２０２５新課程入試のポイント歴史総合,日本史探究

学習指導要領で強調されている「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」に着目
諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ（知識及び技能）、事象同士を因果関係などで

関連付けて考察し（思考力、判断力）、自分の考えを論理的に説明する力（表現力）を育成することを目標としている。

●知識及び技能
我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に
捉えて理解するとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。

●思考力、判断力、表現力等
我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、
相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴
史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う
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(２) 全統共通テスト高２模試分析歴史総合,日本史探究

■特徴的な問題

【2023年度全統共通テスト高２模試 「歴史総合,日本史探究」 第１問 問３】

設問文から条件を確認し、統計資料を知識と合わせて読み解いていく問題
本問はパネル１の内容からａ・ｂの、設問文の条件からｃ・ｄの正誤を判断させている。特に後者に関しては知識も必要で、

総合的な学力が求められている設問である。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析歴史総合,日本史探究

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「歴史総合,日本史探究」 第１問 問１】

多くの受験生が苦手とする経済史は要注意！
全32問中、最も正答率が低かった（24％）。共通テストになってから登場した、単語ではなく文を入れる空欄補充形式を採用。

誤答は③が最も多く、これは空欄アと空欄イの両方を間違えている。経済史の知識を問うた空欄イを間違えた受験生は

57％に上る。これは「不換紙幣の増発」と「増税と緊縮財政」のどちらがデフレにつながるかすら理解できていないことになる。

経済史に関しては一般常識も含めた学習が必要であろう。



2025新課程入試情報

▼問題例：２０２３年度名古屋大学 〔Ⅲ〕

「探究」に注目した、新たな視点の問題
新科目導入のある意味の目玉は「探究」を通じて「思考力、判断力、表現力」を養成することになるが、それを最も計りや

すいのは論述問題である。国公立大二次試験では、従来からこの形式の出題がなされており、その意味で大きく変化は

ないものと推定できる。ただ、「探究」に注目した、新たな視点の問題も想定される。
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(３) 二次・私大入試にむけて歴史総合,日本史探究

問２は「課題の解決」方法を問う問題であり、

「探究」を意識した出題である。
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▼問題例：２０２４年度慶應義塾大学 経済学部 〔Ⅰ〕 問２ ③

歴史総合を意識した出題
慶應義塾大学経済学部では、例年、冒頭の問題文が世界史の問題とまったく同じ文章である大問が出題されている。

2024年度は、世界各地のル=コルビジェの建築作品についての文章が共通、設問の１つが世界史とほぼ同一だが、年表中

のカイロ宣言、ドイツの無条件降伏の項目が、世界史ではノルマンディー上陸、バオ=ダイとなっており、それぞれの履修内容に

配慮されている。※2023年度は近代の日独関係、2022年度は17世紀に日本を訪れたケンペル、2021年度は対馬を題材とした日朝関係が出題。
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(３) 二次・私大入試にむけて歴史総合,日本史探究
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▼問題例：２０２４年度慶應義塾大学 経済学部 〔Ⅰ〕 問２ ②

「思考力・判断力」を正面から問う視点の問題
新科目導入のある意味の目玉は「探究」を通じて「思考力、判断力、表現力」を養成することである。本問は設問文から

条件を読み取り、複数の統計資料を知識と組み合わせて読み解いていく問題である。
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(３) 二次・私大入試にむけて歴史総合,日本史探究
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■全統共通テスト高２模試から分かる傾向と入試で求められる力■

● 「歴史総合」で問われた、世界史寄りの問題が苦手な傾向

● 時間軸・空間軸を意識した問題が出題されると予想 →時代概観をつかんでいるかどうかが問われる

● 資料や図版から情報を読み取って、教科書的な知識と合わせて正答を導く問題が出題されると予想
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(４) 学習対策歴史総合,日本史探究

■学習対策－今後の指導－■

(1) 「歴史総合」では横軸（同時代史な関連）を重視

歴史総合では、日本の歴史に加え、複数の国にまたがる世界の歴史を、横のつながりを意識して

学習する必要がある。巨視的な視点を持った指導が重要。

(2) 資料・図版・地図などを活用した指導

教科書に掲載された史資料を見せるだけでなく、考察・議論を経て、史実や論点を掘り下げることが重要。

授業内でディスカッションの場を設けることも有効。
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（※2023年度新課程研究会分析資料より抜粋）

(１) ２０２５新課程入試のポイント歴史総合,世界史探究

学習指導要領で強調されている「知識及び技能」 「思考力、判断力」に着目

歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について理解し、諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめる力（知識及び技能）、事象同士を因果関係などで関連付けて考察する力（思考力、判断力）が求められる。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析歴史総合,世界史探究

■特徴的な問題

【2023年度全統共通テスト高２模試 「歴史総合,世界史探究」 第１問 問６】

会話文から空欄の時期を読み取り、地図と年表を組み合わせて正解を導く問題
世界と日本の歴史に関する「知識」に加え、新学習指導要領でポイントとなる、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる「技能」と、事象同士を因果関係などで関連付けて考察する「思考力，判断力」を図るねらい。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析歴史総合,世界史探究

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「歴史総合,世界史探究」 第１問 問６】

日頃から時間軸を意識した学習、歴史地図を活用して地図上で歴史理解を深める学習が大切。

また、会話文の読み取りにも慣れておきたい。

正答の⑤を選んだ受験生は全体の２割台後半。全レベルにおいて正答率が低い。

誤答②が最多⇨年表中の時期はつかめていても、「山東」の位置を特定できない受験生が多い。

「山東出兵」を学習する際、「山東」がどこにあるのかを地図上で確認するなど、

日頃から地図などの資料を活用した学習を心がけたい。

③⑥も多かった⇨戴季陶が「日本を訪問した」のは、本木さんの最初の発言から「1927年２月から３月」と

読み取り、田中義一内閣の軍隊派遣が、北伐を妨害するための「山東出兵」と判断

する必要があった。会話文の読み取りとともに、時間軸の理解が今後必要。

設問番号 正答率

マーク率

1 2 3 4 5 6

問６ 27.1 9.4 27.9 15.5 6.6 27.5 12.9

正答
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(２) 全統共通テスト高２模試分析歴史総合,世界史探究

■正答状況からみた考察

【2023年度全統共通テスト高２模試 「歴史総合,世界史探究」 第１問】

第１問「歴史総合」の正答率が大問中で最も低い

第１問「歴史総合」の正答率は３割台後半と大問中で最も低く、上位レベル層・下位レベル層のどちらも苦しむ結果となった。

歴史総合で扱われる近現代以降の歴史は、その前提となる歴史をまだ十分に理解できていない段階での学習になるため、

受験生の理解度という点で厳しい結果だったのかもしれない。今後の歴史総合の学習に期待したい。

その際には、世界の歴史と日本の歴史の関係を意識した学習を心がけたい。

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問

配点 25 17 17 20 21

平均点 9.3 9.2 8.5 8.3 8.8

正答率 37.5 55.0 49.7 42.3 41.8
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▼問題例：２０２４年度立教大学 〔Ⅰ〕

多種多様な資料の読み取り問題が増加
地図・史料・グラフ・図版など、さまざまな資料の読み取りを問う出題が、二次・私大入試でも増えてきている。

2024年度の立教大学では、広告から情報を読み取り、帝国主義時代についての知識と結びつけながら、総合的に判断する

問題が出題された。
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(３) 二次・私大入試にむけて歴史総合,世界史探究

省略
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▼問題例：２０２４年度慶應義塾大学 経済学部 〔Ⅰ〕

歴史総合を意識した出題
慶應義塾大学経済学部では、例年、冒頭の問題文が日本史の問題とまったく同じ文章である大問が出題されている。

2024年度は世界各地のル=コルビジェの建築作品についての文章が共通で、設問の１つが日本史とほぼ同一だが、年表中

のノルマンディー上陸、バオ=ダイの項目が、日本史ではカイロ宣言、ドイツの無条件降伏となっており、それぞれの履修内容に

配慮されている。※2023年度は近代の日独関係、2022年度は17世紀に日本を訪れたケンペル、2021年度は対馬を題材とした日朝関係が出題。
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(３) 二次・私大入試にむけて歴史総合,世界史探究
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▼問題例：２０２４年度同志社大学 〔Ⅰ〕

関西の私大でも、これまで出題の少なかった史料文の読み取り問題が増加
2024年度は同志社大学、関西大学で史料文の読み取り問題が出題されたほか、龍谷大学・甲南大学などでも

グラフ・表などの読み取り問題が出題された。
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(３) 二次・私大入試にむけて歴史総合，世界史探究

省略



2025新課程入試情報

▼問題例：２０２４年度同志社大学 〔Ⅰ〕

問題文の正確な読み取りが必要な問題が増加
2024年の同志社大学では、建築物の建築時期を古いものから年代順に並べる問題が出題されたが、それらの建築物は

受験生にとっては未知であり、問題文中に述べられている建造物の建設時期を、前後の記述から推定する必要があった。
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(３) 二次・私大入試にむけて歴史総合,世界史探究



2025新課程入試情報

■全統共通テスト高２模試から分かる傾向と入試で求められる力■

● 「歴史総合」で問われる、世界と日本の歴史に関係する問題が苦手な傾向

● 地図上で位置関係を問うたり、事象を年代順に並べる問題の対策

● 資料や図版から情報を読み取り、教科書的な知識と合わせて正答を導く問題の対策
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(４) 学習対策歴史総合,世界史探究

■学習対策－今後の指導－■

(1) 「歴史総合」では縦軸（歴史の流れや因果関係）だけでなく、横軸（同時代史な関連）を重視

歴史総合では、日本の歴史に加え、複数の国にまたがる世界の歴史を、横のつながりを意識して

学習する必要がある。巨視的な視点を持った指導が重要。

歴史の理解として、縦軸（歴史の流れや因果関係）の理解は必須。

(2) 地図・資料・図版などを活用した指導

教科書に掲載された史資料を見せるだけでなく、考察・議論を経て、史実や論点を掘り下げることが重要。

授業内でディスカッションの場を設けることも有効。
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(１) ２０２５新課程入試のポイント公共，倫理

新学習指導要領では、養うべき｢公民としての資質・能力｣として、｢公共｣｢倫理｣｢政治・経済｣に関わる知識・

技能、諸資料を読解しまとめる能力、問題を多面的に考察し公正な立場から判断する力、合意形成のため

に他者と議論する能力、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度などが示されている。

■共通テストの出題形式
諸資料を読解しまとめる能力を試す設問や、問題を多面的に考察し判断する力を試す設問、思考実験や課題探究学習
の場面を想定した設問などは、引き続きの出題が予想される。

■｢公共｣の内容の取扱い
知識問題への対処という点においては、｢現代社会｣と大きく異なる対策は必要ないと考えられる。2022年11月公表
の共通テスト試作問題を見ると、初見問題（※）の出題ウエイトが、｢倫理｣｢政治・経済｣の分野よりも大きくなるこ
とが予想される。※教科書には掲載されていない資料等から必要な情報を的確に読み取り，選択肢の正誤を判断したり空欄に入る記述を判断したりする形

式の設問

■｢倫理｣の内容の取扱い
新学習指導要領の教科書では、新たに｢人格、感情、認知、発達についての心理学｣に関する学習項目が扱われるよう
になった。試作問題でも心理学者とその学説内容を結びつける問題が出題されており、この学習項目に関する心理学
者や学説、用語などが、今後の共通テストにおいて出題されることが予想される。

■｢政治・経済｣の内容の取扱い
新学習指導要領の教科書に登場する知識事項については、旧学習指導要領において扱われた知識事項と合致する部分
が多い。時代や社会の変化に合わせて扱う知識項目の内容が変わることはあるだろうが、扱う知識項目が劇的に変化
したわけではない。時代や社会の変化に合わせた出題の変化はあるかもしれないが、知識問題への対処という点にお
いては、これまでと大きく異なる対策をとる必要はないと考えられる。
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(２) （２）全統共通テスト高２模試分析

問題番号 配点 難易 出題内容 概況

第１問※ 公共 １３ 標準 公共の扉 政策決定における話し合いのあり方をテーマにした会話文をもとに、先哲の思
想、法の働き、SDGs(持続可能な開発目標)に関する基本的な知識の習得度
や論理的思考力を試すことをねらいとした。

第２問※ 公共 １２ 標準 民主政治と私たち 日本の統治機構と政治参加のうち、国会、内閣、選挙と政党などに関する基
本事項についての理解を試すことをねらいとした。あわせて、架空の政党の選
挙公約を素材に政党の志向性を分類する、思考力・判断力を試す設問も出題
した。

第３問※ 公共 １３ やや難 国際社会のなかで
生きる私たち

国際政治・国際経済をテーマとし、この分野の知識の習得度を試すことをねら
いとした。

第４問※ 公共 １２ やや
易

持続可能な社会
づくり

人口減少と少子高齢化をテーマとして、資料を読み取る能力や、資料の内容
から適切な語句や意見を判別する能力、会話文から適切な内容を読み取る
能力などを試すことをねらいとした。

第５問 倫理 ３０ 標準 人間としてのあり
方・生き方

徳をテーマとする会話文やメモをもとに、古代ギリシア哲学、キリスト教、イス
ラーム、仏教、中国思想など、源流思想に関する基本的な知識や理解度を試
すことをねらいとした。資料や会話文の内容を読み取る問題も出題した。

第６問 倫理 ２０ 標準 現代に生きる自己
の課題

人間の心の働き、人間の特質についての基本的な知識の習得度合いを測る
ことと、資料や会話文の内容を読み取る力を試すことをねらいとした。

■大問別概況

公共，倫理

※「公共，政治・経済」と同一問題
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(２) （２）全統共通テスト高２模試分析

■特徴的な問題
【2023年度全統共通テスト高２模試 「公共,倫理」「公共，政治・経済」第４問４】

知識とともに読解力・判断力を必要とする問題

この設問は，年金制度についての基本的な知識が習得できているかどうかとともに，会話文の内容を読み取って判断を下す

力を試そうというものである。 空欄が二つないし三つあり，その一部の空欄では知識を，別の空欄では読解力・判断力を試す

形式の設問は，共通テストにおいて定番化しており，新課程入試でも継続されると予想している。

公共，倫理

問４ 生徒Ｘたちは，最終発表に向け，少子高齢化が進行する日本の年金制度の現状について話し合った。次の会話文中のＡ ・Ｂ に当てはまる記述の組合
せとして最も適当なものを，後の①〜④のうちから一つ選べ。

    Ｘ：現在，日本の公的年金制度は賦課方式を基本としているよね。
    Ｙ：うん。ただ賦課方式だと，（ Ａ  ）。
    Ｚ：そうだね。そもそも公的年金制度だけでは限界があるんじゃないかな。公的年金ばかりに頼らないで，個人としても老後に備える必要があるよね。
    Ｙ：そのニーズに応えるための取組みの一つとして，iDeCoと呼ばれる個人型確定拠出年金制度がある。これは，私的年金制度の一つで，毎月いくら積立    

てるか，どのように運用するか，高齢者になった場合にどのように受取るか，自分自身で決めることができる制度だね。
    Ｚ：こうした制度を通じた個人の資産形成を促すために，政府も，( Ｂ )という措置を講じているよね。

(  Ａ  )に入る記述
    ア インフレーションが進行した場合に，積立金の価値が減じられてしまうおそれが高い
    イ 少子高齢化の進行に伴って，現役世代の保険料負担が増えてしまうおそれが高い
    
    （ Ｂ )に入る記述
    ウiDeCoの加入者が納めた掛金に応じて所得税が軽減される
    エiDeCoによる運用益に対する課税を強化する

    ① Ａ-ア Ｂ-ウ   ② Ａ-ア  Ｂ-エ
    ③ Ａ -イ Ｂ-ウ  ④ Ａ-イ  Ｂ-エ
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■求められる力■

● 知識の習得・定着と活用

● 諸資料（グラフ，引用文，会話文など）を読み解く読解力

● 問題を多面的に考察し判断したり整理したりする力
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(３) 学習対策

■学習対策－今後の指導－■

(1) 教科書に掲載されている諸資料について分析・考察を行う経験を積ませることが重要。

 授業内でディスカッションの場を設け，問題を多面的に考察・議論させることも有効。

(2) 「公共」は，初見問題への対応力を磨くことが重要。

 「倫理」は，知識の習得・定着に重きを置きつつも，原典資料に触れさせる機会を設けたい。

 「政治・経済」は，獲得した知識を別角度から活用する工夫を施したい。

公共，倫理
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(１) ２０２５新課程入試のポイント公共，政治・経済

新学習指導要領では、養うべき｢公民としての資質・能力｣として、｢公共｣｢倫理｣｢政治・経済｣に関わる知識・

技能、諸資料を読解しまとめる能力、問題を多面的に考察し公正な立場から判断する力、合意形成のため

に他者と議論する能力、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度などが示されている。

■共通テストの出題形式
諸資料を読解しまとめる能力を試す設問や、問題を多面的に考察し判断する力を試す設問、思考実験や課題探究学習
の場面を想定した設問などは、引き続きの出題が予想される。

■｢公共｣の内容の取扱い
知識問題への対処という点においては、｢現代社会｣と大きく異なる対策は必要ないと考えられる。2022年11月公表
の共通テスト試作問題を見ると、初見問題（※）の出題ウエイトが、｢倫理｣｢政治・経済｣の分野よりも大きくなるこ
とが予想される。※教科書には掲載されていない資料等から必要な情報を的確に読み取り，選択肢の正誤を判断したり空欄に入る記述を判断したりする形

式の設問

■｢倫理｣の内容の取扱い
新学習指導要領の教科書では、新たに｢人格、感情、認知、発達についての心理学｣に関する学習項目が扱われるよう
になった。試作問題でも心理学者とその学説内容を結びつける問題が出題されており、この学習項目に関する心理学
者や学説、用語などが、今後の共通テストにおいて出題されることが予想される。

■｢政治・経済｣の内容の取扱い
新学習指導要領の教科書に登場する知識事項については、旧学習指導要領において扱われた知識事項と合致する部分
が多い。時代や社会の変化に合わせて扱う知識項目の内容が変わることはあるだろうが、扱う知識項目が劇的に変化
したわけではない。時代や社会の変化に合わせた出題の変化はあるかもしれないが、知識問題への対処という点にお
いては、これまでと大きく異なる対策をとる必要はないと考えられる。
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(２) （２）全統共通テスト高２模試分析

問題番号 配点 難易 出題内容 概況

第１問
※

公共 １３ 標準 公共の扉 政策決定における話し合いのあり方をテーマにした会話文をもとに、先哲
の思想、法の働き、SDGs(持続可能な開発目標)に関する基本的な知識の
習得度や論理的思考力を試すことをねらいとした。

第２問
※

公共 １２ 標準 民主政治と私たち 日本の統治機構と政治参加のうち、国会、内閣、選挙と政党などに関する
基本事項についての理解を試すことをねらいとした。あわせて、架空の政
党の選挙公約を素材に政党の志向性を分類する、思考力・判断力を試す
設問も出題した。

第３問
※

公共 １３ やや
難

国際社会のなかで生
きる私たち

国際政治・国際経済をテーマとし、この分野の知識の習得度を試すことを
ねらいとした。

第４問
※

公共 １２ やや
易

持続可能な社会づく
り

人口減少と少子高齢化をテーマとして、資料を読み取る能力や、資料の内
容から適切な語句や意見を判別する能力，会話文から適切な内容を読み
取る能力などを試すことをねらいとした。

第５問 政経 ２７ 標準 現代日本の政治 「民主国家と基本的人権の保障」というテーマに沿って、政治分野の基本
事項に関する理解を試すとともに、与えられた資料から読み取ることがで
きる事項を前提として推論を行う問題も出題した。

第６問 政経 ２３ 標準 現代日本の経済 経済分野のうち、市場メカニズム、企業、財政、金融、国民所得、日本経済
史などから出題した。試作問題の出題形式に準拠し、思考力を試すことに
重きを置いている。問３や問８は、文章を丁寧に読むことが必要な読解力
を試す設問とした。

■大問別概況

公共，政治・経済

※「公共，倫理」と同一問題
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(２) （２）全統共通テスト高２模試分析

■特徴的な問題
【2023年度全統共通テスト高２模試 「公共,倫理」「公共，政治・経済」第４問4】

知識ととともに読解力・判断力を必要とする問題

この設問は，年金制度についての基本的な知識が習得できているかどうかとともに，会話文の内容を読み取って判断を下す

力を試そうというものである。 空欄が二つないし三つあり，その一部の空欄では知識を，別の空欄では読解力・判断力を試す

形式の設問は，共通テストにおいて定番化しており，新課程入試でも継続されると予想している。

公共，政治・経済

問4 生徒Ｘたちは，最終発表に向け，少子高齢化が進行する日本の年金制度の現状について話し合った。次の会話文中のＡ ・Ｂ に当てはまる記述の組合
せとして最も適当なものを，後の①〜④のうちから一つ選べ。

    Ｘ：現在，日本の公的年金制度は賦課方式を基本としているよね。
    Ｙ：うん。ただ賦課方式だと，（ Ａ  ）。
    Ｚ：そうだね。そもそも公的年金制度だけでは限界があるんじゃないかな。公的年金ばかりに頼らないで，個人としても老後に備える必要があるよね。
    Ｙ：そのニーズに応えるための取組みの一つとして，iDeCoと呼ばれる個人型確定拠出年金制度がある。これは，私的年金制度の一つで，毎月いくら積立    

てるか，どのように運用するか，高齢者になった場合にどのように受取るか，自分自身で決めることができる制度だね。
    Ｚ：こうした制度を通じた個人の資産形成を促すために，政府も，( Ｂ )という措置を講じているよね。

(  Ａ  )に入る記述
    ア インフレーションが進行した場合に，積立金の価値が減じられてしまうおそれが高い
    イ 少子高齢化の進行に伴って，現役世代の保険料負担が増えてしまうおそれが高い
    
    （ Ｂ )に入る記述
    ウiDeCoの加入者が納めた掛金に応じて所得税が軽減される
    エiDeCoによる運用益に対する課税を強化する

    ① Ａ-ア Ｂ-ウ   ② Ａ-ア  Ｂ-エ
    ③ Ａ -イ Ｂ-ウ  ④ Ａ-イ  Ｂ-エ
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▼問題例：２０２３年度早稲田大学 （商学部２月２１日実施） Ⅲ 問３

初見の概念・資料を読み解く力を試す問題
二次・私大入試において，新課程入試が旧課程入試と比べ，出題形式の面で劇的な変化が起きるとは考えにくい。ただし，

一部の難関大学では、初見の概念・資料を読み解き，そこで得た情報をもとに各記述の正誤を判断したり空欄に入る記述

を判断したりする問題が出題されている。共通テストと同様，読解力・判断力を要求する問題への対応を進める必要がある。
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(３) 二次・私大入試にむけて公共，政治・経済

経済発展とともに所得格差は拡大するか，それとも縮小するか――この問いは長らく経済学の重要な主題
のひとつになっていた。19世紀には( A )が家計の所得水準と食費の関係に注目し，約20年を周期とする
経済循環を検出したことでも知られる経済学者( B )は，1950年代に図Ⅲ－１に模式化される仮説を提唱
した。図Ⅲ－１では横軸に当該社会の一人あたり国民所得，縦軸に所得格差の指標を取っている。Bは，
「経済発展の初期段階では，農村から都市への人口流入にともなって労働者の賃金が ① して富裕層と
のあいだの所得格差が ② するが，一人あたり所得が一定以上に ③ すると，こうした格差は解消され
てくる」と主張した。図Ⅲ－１の曲線はこの経済学者の名を冠して「B曲線」と呼ばれている。
近年では，このB曲線を読み替えて「発展途上国では経済発展とともにエネルギーの利用や産業廃棄物な
どが増大して環境負荷が高まるが，先進国では経済の効率性が高まり環境負荷が減ってくる」という主張
がなされることがある。これはたとえば図Ⅲ－１の縦軸に( C )を取ると，さきのB曲線と同様の概念図が描
けるという主張であり，こうして得られる曲線は④「環境B曲線」と呼ばれる。
さらにグローバルに視野を広げると図Ⅲ－２が提唱されている。この図は横軸に世界全体の累積所得順位
を取り(左にいくほど低所得，右にいくほど高所得)，縦軸に1988年から2008年にかけての実質所得の伸び
率(％)を表示している。この曲線は⑤世界銀行のエコノミストによって提示され，新興国の所得上昇や先進
国における中間層の没落を表現しているといわれる。

問３ 下線部④の「環境B曲線」を描く場合，空欄( C )に最もふさわしい指標を以下の選択肢(ア)～(オ)か
ら１つ選び，その記号をマーク解答用紙の所定の解答欄にマークせよ。
(ア) 国家予算総額に占める環境保護関連経費の割合
(イ) 一人あたり二酸化炭素の排出量
(ウ) 自動車総台数に対する電気自動車台数の割合
(エ) 一人あたり実質GDPの成長率
(オ) 一国の累積所得順位
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■求められる力■

● 知識の習得・定着と活用

● 諸資料（グラフ，引用文，会話文など）を読み解く読解力

● 問題を多面的に考察し判断したり整理したりする力

©Kawaijuku Educational Institution. 110

(４) 学習対策

■学習対策－今後の指導－■

(1) 教科書に掲載されている諸資料について分析・考察を行う経験を積ませることが重要。

 授業内でディスカッションの場を設け，問題を多面的に考察・議論させることも有効。

(2) 「公共」は，初見問題への対応力を磨くことが重要。

 「倫理」は，知識の習得・定着に重きを置きつつも，原典資料に触れさせる機会を設けたい。

 「政治・経済」は，獲得した知識を別角度から活用する工夫を施したい。

公共，政治・経済
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(１) ２０２５新課程入試のポイント情報Ⅰ

➀情報の科学的理解を基に考察する問題

断片的な用語・知識の理解にとどまらず，関連する知識・技術を結び付けて考察できる力

➁受験者にとって既知ではない図・表・資料などに示された事例や事象を題材にした問題

図表や資料を的確にすばやく読み取る力・思考力（情報処理能力）

➂身近な生活の中の問題の発見・解決に向けて，情報の知識・技術を活用し考察する問題

問題の発見・解決に向かう問題文の意図を読み取り，情報の知識・技術に紐づけて考察できる力

※大学入試センター2023年/６月公表 「令和７年度共通テスト問題作成方針」より河合塾が作成

大学入学共通テストで予想される問われることと必要な力

必須

96％

他教科との選択

3%

利用しない

0.6％

国立大学

必須

45%
他教科との選択

39%

利用しない

16%

公立大学

・６教科８科目を課す大学の総合点は素点で
1000点。
『情報Ⅰ』(100点)の配点比率は10％。

・各科目の実際の配点比は，大学によって
異なる。
※最新情報は，各大学のWebサイトをご確認ください。

※河合塾調べ，公表146大学のうち６教科８科目を課し，『情報Ⅰ』を点数化する前期日程の募

集区分で集計(2024年１月末現在）

2025年度〈国公立大〉 共通テスト『情報Ⅰ』の配点比率
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※河合塾調べ，公表180大学の前期日程募集区分で集計(2024年１月末現在）

共通テスト『情報Ⅰ』を課す国公立大学の状況

配点比
低

［10％未満］
 63％

配点比
［10％］

 29％

配点比
高

［10％超］
 ８%
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(２) 全統共通テスト高２模試分析情報Ⅰ

■河合塾全統共通テスト高２模試について

【ねらい】

（1）大学入試対策の本格的なスタートをきるべき高２の３学期に，大学入学共通テストを想定*１したマーク形式の模試を

行うことにより，早期に大学入試に向けての学習の意識付けをはかる。

（2）高２の１月での学習範囲＊２における理解定着度を確認し，情報と情報技術の活用に関する知識の再確認や学習内

容の骨組みを堅固なものとし，高３に向けての学力アップのためのチェックポイントとする。

 *１ 「令和７年度大学入学共通テスト試作問題『情報Ⅰ』」 （2022年11月公表）等を分析研究し出題。

 *２ 「教科に関するアンケート（全国の高等学校を対象に，教科書採択状況・授業進度等を独自調査。2023年８月実施）」

の結果をふまえ，出題範囲を設定。

※高３・卒を含めた全統共通テスト模試の出題範囲で，「情報Ⅰ」の主たる学習内容を網羅。

【実施状況】

実施期間 ２０２４年１月１３日～２月４日 受験人数 ８２，５８３名

平均点  ５０．０点 （うち，理系志願者４５,７５７名：５２．５点／文系志願者３６，８２６名：４６．８点）

＜設問別 成績状況＞
設問内容 配点 平均点 標準偏差 最高点 最低点

トータル 100 50.0 13.4 100 0

１ 情報社会の問題解決，情報デザイン 20 11.7 3.7 20 0

２ デジタル化，知的財産権 30 18.7 4.8 30 0

３ アルゴリズムとプログラミング 25 9.1 5.0 25 0

４ データの圧縮，ネットワーク 25 10.5 4.9 25 0
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(２) 全統共通テスト高２模試分析情報Ⅰ

■分析の目的

《知識問題》

教科書にある記述を記憶していれば容易に解答できる問

題や基本的な基数変換，情報量の計算に関する問題，あ

るいは，問題文にある説明から容易に解答できる問題

…マーク数 ２５

《思考問題》

解答に至るために，教科書にある概念や問題文にある

説明に基づく考察・類推を必要とする問題や，自ら計算式

を導く必要がある計算問題

…マーク数 ２５

【全統共通テスト高２模試 問題分類】 ※順不同および完答の問題は分類結果をまとめて表示

知識を確認する問題（以下，知識問題）と解答に思考力を要する問題（以下，思考問題）で正答率にどのような違いが生じ
ているかを，受験生の学力レベルなどの観点から検証し，他科目（ここでは化学基礎・化学）との比較も行う。さらに，得ら
れた検証結果から，生徒指導に活かせるポイントを検討する。

      解答記号

 得点率
（参考）

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ

第１問 58.5 % 知識 知識 知識 知識 思考 知識 知識 思考 知識 思考

第２問 62.3 % 知識 思考 知識 知識 思考 思考 知識 知識 思考 知識 知識 知識 知識 知識

第３問 36.4 % 思考 思考 思考 知識 思考 思考 思考 思考

第４問 42.0 % 知識 思考 思考 思考 思考 思考 思考 思考 思考 知識 知識
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(２) 全統共通テスト高２模試分析情報Ⅰ

●図１から，知識問題と思考問題の正答率は，どのレベルでも，思考問題の方が若干低いものの大きく変わ

らない。レベル間の正答率の差も知識問題と思考問題であまり変わっておらず，これは上位層の正答率を

１とした相対値を示した図２を見るとよくわかる。

全統共通テスト高２模試「情報Ⅰ」の全設問（マーク数５０）を，知識問題（マーク数２５）と思考問題（マーク数２５）に分類し，

上位層（偏差値５５以上），中位層（偏差値４５以上５５未満），下位層（偏差値４５未満）の３つの学力レベルについて，

「全体」「知識問題」「思考問題」それぞれの正答率を比較した。

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

図１ レベル別正答率(%)

上位 中位 下位

全体   知識問題   思考問題

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

図２ 上位層を1としたレベル別正答率の相対値

上位 中位 下位

全体 知識問題    思考問題

■問題の種類と正答率からみた考察
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●図３から，「化学基礎」，「化学」では知識問題と思考問題との正答率の差は，「情報Ⅰ」よりも大きい。「情報

Ⅰ」の問題の多くは四択であるが，「化学基礎」，「化学」では五択，六択が多く，「まぐれ当たり」がでにくいこ
と，問題文中の条件を理解して適用する問題でも，「情報Ⅰ」では，それほど複雑な問題は出題されていな

かったことが一因であろう。

●図４から，「化学基礎」，「化学」においても知識問題と思考問題とのレベル間の正答率の差（それぞれのグラ
フのパターン）があまり変わっていないことがわかるが，「情報Ⅰ」よりはレベル間の差が大きい。

なお，今回の模試における上位層と下位層の得点差は，「情報Ⅰ」が全科目（６教科20科目）中最小であった。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析情報Ⅰ

前述の傾向が「情報Ⅰ」に特有であるのかを検証するため，「化学基礎」と「化学」について同様の分析を行った。
※知識問題・思考問題の問題分類をイメージしやすい科目のうち，理系科目で受験者数が多い科目を対象とした。

・受験人数（平均点） 化学基礎：28,691名（20.6点 ※配点50点） ／   化学：48,597名（40.8点 ※配点100点）
・問題分類別マーク数 化学基礎：知識問題…9，思考問題…6     ／   化学：知識問題…14，思考問題…18

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

図３ レベル別正答率(%)

上位 中位 下位

情報Ⅰ    情報Ⅰ 化学基礎 化学基礎 化学 化学
知識問題   思考問題 知識問題 思考問題 知識問題 思考問題

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

図４ 上位層を1としたレベル別正答率の相対値

上位 中位 下位

情報Ⅰ    情報Ⅰ 化学基礎 化学基礎 化学 化学
知識問題   思考問題 知識問題 思考問題 知識問題 思考問題

■他科目との比較
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「知識問題よりも思考問題の方が上位層と下位層の点差が大きい」という認識は，少なくとも，今回の

模試「情報Ⅰ」においては成り立たず，レベル間の正答率の差は，問題の分類によらず同様のパターン

となった。また今回の模試では，「情報Ⅰ」は他教科と比較してレベル間の得点差は小さかった。
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(２) 全統共通テスト高２模試分析情報Ⅰ

レベル間の差が他教科より小さいとはいえ，知識問題においても，上位層－中位層では約15％，上位

層－下位層では約30％の正答率の差がある。知識を詰め込むだけでは高得点は望めないとはいうもの

の，知識がなくては考察や類推もできないので，中・下位層では基本的な知識を確実にすることが肝要

だろう。

はじめにも触れたが，今回の模試では全マーク数のうち50％が知識問題であったが，2022年公表の

「令和７年度大学入試共通テスト試作問題『情報Ⅰ』」では，ここでいう知識問題は30％弱しかないので，

中・下位層の受験生も共通テスト本試に向けて、思考問題の演習はしておきたい。

【学習指導に活かせるポイント】

解答記号 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ

第１問 知識 知識 思考 知識 思考 知識 思考 知識 思考

第２問 思考 思考 思考 思考 思考 思考 思考 知識 思考

第３問 知識 思考 思考 知識 知識 思考 思考 思考 思考 知識 知識 思考 思考 思考

第４問 思考 知識 思考 知識 思考 思考

＜参考＞

 試作問題『情報Ⅰ』の問題分類

 ※分類の仕方についてはスライド３参照

 ■知識問題 ■思考問題

※順不同および完答の問題は分類結果をまとめて表示

■分析結果まとめ
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■課題■

● 基本的な知識の定着をどのように図るか？

● 基本的な知識を活用する力をどのように養うか？

● （以上の点を踏まえて）高３生は本番までの１年弱をどのように過ごすか？

● （以上の点を踏まえて）高１で履修した場合，高２の１年間をどのように過ごすか？
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(３) 学習対策情報Ⅰ

■学習対策－今後の指導－■

● 基本的な知識の定着をどのように図るか？

➀ 単なる暗記や計算の反復ではなく，原則（理念）や原理の理解をともなった形での定着に努める。

➁ 特に文系の生徒への計算およびプログラミングの指導に際しては，上記➀を意識する。

● 基本的な知識を活用する力をどのように養うか？

➂ 「知識をベースとした読解力（問題を早く読む力，解答に必要な情報を抽出する力などを含む）」

 「知識および集めた情報から論理的に思考し，解答にたどり着く力」

 など，知識と思考力との関連性，思考力とはどのような力かを整理し，明確化する。

➃ その上で，問題の中で③の力がどのように問われているか（出題の意図）について理解を促す。
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■課題■

● 基本的な知識の定着をどのように図るか？

● 基本的な知識を活用する力をどのように養うか？

● （以上の点を踏まえて）高３生は本番までの１年弱をどのように過ごすか？

● （以上の点を踏まえて）高１で履修した場合，高２の１年間をどのように過ごすか？

(３) 学習対策情報Ⅰ

■学習対策－今後の指導－■

● 高３生は本番までの１年弱をどのように過ごすか？ 基本の定着と応用力の養成

➀ 基本的な知識に抜けているところがないかを，教科書や傍用問題集により確認する。

➁ 模試など本番を想定した問題を，正解に至る過程でどのような知識をどのように活用するか，

といったことに注目しながら取り組み，復習を重ねる（良質な勉強を心がける）ように促す。

● 高１で履修した場合，高２の1年間をどのように過ごすか？ 興味の深化と体得を心がける

➂ 「情報Ⅰ」で学んだ事柄と実生活とのつながり（身の回りの情報技術の発見，問題解決への活用など）

を見出し，「情報Ⅰ」で学んだ知識の質を深めるような働きかけをする。

➃ 他教科と「情報Ⅰ」とのつながりを意識できるような働きかけをする。
例：探究活動などで、「情報Ⅰ」で学んだ事柄を体感・実践する／データ分析について，数学と「情報Ⅰ」との関連

に触れる／法・情報モラルについて公民科の学習と絡める など
©Kawaijuku Educational Institution. 118
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